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1.本書は、農道白山八堀線の改良工事に先立つ、堀の内遺跡の発掘調査の結果をまとめた

ものである。

2.本調査の結果については平成 8年度及び 9年度の宮城県遺跡発掘調査成果報告会におい

て発表しているが、本書の記載内容がそれらに優先されるものである。

3.本書における土色の記述は「新版標準土色帳」 (小山・竹原 1973)に 基づいている。

4,本書における遺構・遺物の縮尺は以下のとおりである。

遺構配置図 (第 3図 )………。1/300

遺  構 …… … … …… … … 1/60

土  器 …… Ⅲ…… …… … … 1/3

石  器 ……………・………… 2/3

5,竪穴住居跡平面図の表記は以下のとお りである。

外形について、壁が残存している場合はその範囲と形状を実線にて表記した。また、

壁が残存 していない場合は、床面残存範囲を一点鎖線で、住居掘 り方残存範囲を破線

で表記した。

住居内の施設は、完掘状態における施設の上面と下面を表記した。

柱材・壁材 。その他木材の痕跡 。炉・焼け面・貼床の範囲は、それぞれスクリーント

ーンにして表現した。

6.出土遺物の朱彩・黒色処理 。2次的な粘上の貼 り付けについては、それぞれスクリーン

トーンにて表現した。

7.本書の執筆は佐藤洋一が行つた。

8。 本発掘調査及び本書の作成にあたり、次の方々から多大なるご指導、ご協力を賜つた。

記して謝意を表したい (敬称略、五十音順 )

相澤 清利・阿部 博志・荒井 格・伊藤 博道・加藤 道男・菊地 逸夫・後藤 秀―・

齋藤 彰弘・辻 秀人・藤沢 敦 。古川 一明・真山 悟・村田 晃―・渡辺 清子

9.本発掘調査の出土遺物や記録、本書編集に関する資料は全て、蔵工町教育委員会が一括

保管している。



第 1章 遺跡の概要と周辺の遺跡

堀の内遺跡は、宮城県刈田郡蔵王町円田字堀の内・字寺坂に所在する。

遺跡の所在する蔵王町は、奥羽山脈の南部を形成する蔵王連峰の東麓に位置している。町

域の西部は標高約 1,700mの 蔵王連峰から連なる高地、及びその麓部から連続した丘陵

で、東に向かって徐々に標高を減じる。この丘陵は高木丘陵と呼ばれ、町域西部の大部分を

占める。一方東部は、町域の北部から南に流れる藪川の沖積作用によって形成された、標高

80mほ どの低地になっている。この低地は西を高木丘陵に、北及び東を愛宕山丘陵にかこ

まれ、盆地状の地形となつている。この盆地は円田盆地と呼ばれている。

本遺明は、円田盆地西縁に接続する高木丘陵の端部、標高約 100mの ゆるやかな北東斜

面に立地している。

円田盆地周辺の丘陵端部は、旧石器代以降各時代の遺跡が数多 く発見されてお り、この地

が古 くから人間の生活に好適な場所であつたことがうかがえる。最も古い遺跡は盆地北西部

の前戸内遺跡で、旧石器時代後期の柳葉形尖頭器が出土している。縄文時代の遺跡は高木遺

跡や湯坂山B遺跡など、高木丘陵頂部に立地するものが多い。弥生時代に入ると遺跡分布の

中心が丘陵頂部から丘陵端部に移 り、「円田式」標式遺跡である西浦遺跡をはじめとした多

くの遺跡が認められる。このことは、それまでの森林地帯における狩猟採集を中心とした生

活から、低地における農耕を中心とした生活へと生活形態が変化し、それに伴つて生活適地

も変化したものととらえることができる。古墳時代には、県南地方の古墳時代最初期段階の

集落跡である大橋遺跡や台遺跡、諏訪舘前遺跡などが盆地周縁部に数多く確認され、円田盆

地を基盤とした生活圏が形成されていたことが推察される。愛宕山丘陵頂部には、愛宕遺跡、

古峰神社古墳、夕向原古墳群などの前方後円墳が営まれ、高木丘陵にも宋膳堂古墳、天王古

墳群など、埴輸を伴う古墳がいくつ も残されている。古代以降の遺跡は都遺跡、下永向山遺

跡、戸の内脇遺跡などがある。また、この地に、笹谷峠を越えて陸奥 。出羽両国を結ぶ笹谷

街道が整備されたのもこの時期であるとされる。中世以降、この地は戦略上の要衝地として

多 くの館が営まれた。当時の遺跡として、花楯館跡、兵糧館跡など多 くの館跡が発見されて

いる (第 1図 )。

なお、本遺跡は 1989年 に町立円田幼稚園建設に先立つ事前調査が実施され、南小泉式

期の竪穴住居跡 1軒、 7世紀後半～ 8世紀前葉の竪穴住居跡 5軒をはじめとした遺構が発見

された。 1989年 の調査範囲は、今回の調査区の北側に位置している。
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論 、 遺  跡  名 時 代 配 遺  跡  名 時 代

1 堀 の 内 遺 跡 縄 文 ～ 古 墳 ・ 古 代 3 諏 訪 舘 前 遺 跡 縄 文 ～ 古 墳 。平 安

2 前 戸 内 遺 跡 旧石器 ・縄文 ・古代 4 愛 宕 山 遺 跡 弥 生 ・古 墳

3 高 木 遺 跡 糸亀 文 5 古 峯 神 社 古 墳 古 墳

4 鞘 堂 山 遺 跡 縄 文 ・ 弥 生 ・ 古 代 6 夕 向 原 古 墳 群 古 墳

5 西 浦 遺 跡 縄 文 ・ 弥 生 。平 安 7 宋 膳 堂 古 墳 古 墳

6 下 永 向 山 遺 跡 縄 文 ・ 弥 生 ・ 平 安 8 天 王 古 墳 群 古 墳

7 上 野 遺 跡 縄 文 ・ 弥 生 ・ 平 安 9 西 脇 古 墳 古 墳

8 赤 鬼 上 遺 跡 弥 生 ・ 平 安 ・ 中 世 20 中 屋 敷 古 墳 古 墳

9 大 橋 遺 跡 縄 文 ～ 古 墳 ・ 平 安 21 諏訪舘前横穴墓群 古 墳

10 伊 原 沢 下 遺 跡 古 壊 22 八 幡 山 古 墳 古 墳

塩 沢 北 遺 跡 弥 生 ・ 古 墳 ・ 平 安 23 都 遺 跡 縄 文 ～ 古 墳 ・吉 代

12 台  遺  跡 弥 生 ・ 古 墳 。平 安 24 花 楯 館 跡 中 世

第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡
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第 2章 調査に至る経緯と調査方法

〔調査 に至 る経緯〕

今回の発掘調査は、農道白山八堀線改良工事に先立つものである。

平成 5年に計画された農道白山八堀線の改良工事は、堀の内遺跡として周知された地域の

東部を南北に横切る形で道路改良が行われるというものであつたことから、宮城県教育庁文

化財保護課 。蔵王町農林課・蔵王町教育委員会の 3者が埋蔵文化財の保存について協議を行

つた。その結果、工事対象地域のうち堀の内遺跡に係る部分の地下遺構の状況を把握する必

要性から、現道及び拡幅範囲を対象に遺構確認調査を実施することとした。遺構確認調査は

平成 7年 11月 、宮城県教育庁文化財保護課の協力を得て蔵王町教育委員会が実施し、表土

及び確認面から遺物を発見するとともに、第Ⅲ層上面で 6軒の竪負住居跡を確認した。この

調査成果を基礎資料として再度保存協議を行つた結果、農道の改良計画は基本計画どおりに

実施すること、工事を実施する前に地下遺構について詳細な発掘調査を実施することが決定

した。蔵王町教育委員会では、宮城県教育庁文化財保護課の指導協力の下、平成 8年 6月 5

日から7月 5日 にかけて道路拡幅部分の、また 7月 18日 から8月 23日 にかけて現道部分

の発掘調査を実施した。

〔調査の方法〕

調査に先立ち、基準点 1及び2を設定し、 2つの基準点を結ぶ線分を基準線としてグリッ

ドを設定した。グリッドの起点 (S― O一 N/E― O―W)は基準点 1と した。基準点 1及

び2の国家座標は次の通りである。

基準点 1:X=-210704.6274/Y=-13360.8991

基準点2:X=-210638.5502/Y=-13332.4755

なお、基準線の方位は磁北から 16.8° 西に傾いている。

検出した遺構は簡易這 り方測量により1/20の 平面図を作成し、必要に応じて断面図を

作成した。また、 3 5Hmカラースライ ド及び 3511m・ 6 0nlmモ ノクロ写真による記録もあわ

せて行つた。遺構発掘時に出土した遺物は、遺構毎に出土層位及び位置を明確にしながら取

り上げた。

〔基本層位〕

調査区の基本層位は、第 I層が暗褐色の表土、第H層が黒褐色の黒ボク土 。第Ⅲ層が黄褐
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色のロームである。第 I層は調査区全域に普遍的に存在し、層の厚さもほぼ下定である。第

H層は調査区北方ではほとんど堆積が認められないが、南方に向かつてその厚さを増してい

く。第Ⅲ層の上面は、SO～ SSlの範囲ではほぼ平坦だが、それより南方では徐々に落ち

込み、SlOO以 降では1傾斜が急になり、Sl10付 近から沢状の地形になる。第Ⅲ層上面
の落ち込みと第 H層の層厚の増加はほぼ一致しており、地表面でも傾斜はあるものの、第Ⅲ

層のそれと比較してかなり緩やかである。
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第 3図 遺構配置図
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第3章 発見された遺構と出土遺物

今回の調査において発見された遺構は竪穴住居跡 17軒で、それらの遺構の内外から、土

師器、須恵器、弥生土器、続縄文土器、鉄製品、石器が出土している。

第 1節 竪穴住居跡と出土遺物

第 1号竪穴住居跡 (第 4図 )

[位置・確認面]S12～ 21/WO～ 9の第Ⅲ層上面で確認。

[重複]第 2号竪穴住居跡と重複し、これより新しい。

[平面形・規模]東側の大部分が削平によつて消失してお り、西辺部のみが残存する。残存

部から東西 1,2m以上、南北 6.3mの方形を基調とするものと考えられる。

[堆積土]肖J平により残存しない。

[壁]肖J平により残存しない。

[床]堆積土が残存しないため床面を確定することができない。周溝に囲まれた範囲は第Ⅲ

Pl

950ヽ令
,珍,;,;)シレレ
津

3

2号住居跡

龍 _ 上 色 土   質 備 考

1 10YR 3/1黒 褐 色 シ ル  ト 地山ブロ ック・地 山粒含 む 柱痕跡
2 10YR 3/3F瞥 イ蜀 1孟 シ アレ ト 地 山ブロ ック多 く含 む 炭化物含む 柱穴堀 り方埋土
3 10YR 4/2灰 黄 褐 色 シ ル  ト 地 山粒多 く含む 柱穴堀 り方埋土

第 4図 第 1号竪穴住居跡
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層上面及び掘 り方埋土 (10YR3/1 黒褐色シル ト。地山ブロックを多 く含み、炭化物

を若千含む)であることから、第Ⅲ層及び掘 り方埋土を床としていたと考えられる。

[柱穴]住居範囲内と考えられる位置から2基のピット (Pl。 2)を検出した。このうち、

Plは住居北西隅部付近に、 P2は南西隅部付近に位置し、 Plと P2を結ぶ直線は住居西

辺と平行する。これらのピットの平面形は長軸約 5 5cm× 短軸 40～ 4 8cmの長方形で、深

さは約 3 5cmである。いずれのピットでも直径 14～ 1 8cmの 円形の柱痕跡を確認した。 P

l及びP2は位置・形状・規模から主柱穴と考えられる。

[周溝]西部に残存する。幅 12～ 2 6cm、 深さ3～ 1 3cm。 西辺部～北西隅部付近の周溝

内から幅 3～ 1 3cm、 深さ5～ 1 lcmの壁材痕跡を確認した。

[遺物]出土していない。

第 2号竪穴住居跡 (第 5図 )

[位置 。確認面]S12～ 21/WO～ 9の第Ⅲ層上面で確認。

[重複]第 1号竪穴住居跡と重複し、これより古い。

[平面形・規模]東側の大部分が削平によって消失 してお り、西辺部の周溝のみ残存する。

残存部から東西 O。 9m以上、南北 5.2m以 上の方形を基調とするものと考えられる。

[堆積土]削平により残存しない。

[壁]肖J平により残存しない。

[床]肖J平により残存しない。

[柱穴]住居範囲内と考えられる位置から2基のピット (Pl・ 2)を検出した。

Plと P2を結ぶ直線は住居西辺と直交する。これらのピットの平面形は長軸 36～ 4 0cm

×短軸 30～ 3 5cmの長方形で、深さはPlが 3 8cm、 P2が 6 cmで ある。いずれのピット

でも直径 1 4cnの 円形の柱痕跡を確認した。 Pl及び 2は位置・形状・規模から主柱友と考

えらをしる。

[周溝]西辺郡及び南西隅部に残存する。幅 8～ 2 4cm、 深さ3～ 9 cm。

[遺物]出土していない。

第 3号竪穴住居跡 (第 6～ 9図 )

[位置・確認面]S24～ 36/WO～ 9の第Ⅲ層上面で確認。

[平面形・規模]東側の半分程度が削平によつて消失してお り、西半のみが残存する。残存

部から北西辺 6.7m、 南西辺 7.2mの 方形を基調とするものと考えられる。
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厖 土 色 土 質 備 考

1 2.5YR4/2灰 赤 色 シ ル  ト 自色粘土粒多 く含 む 柱痕跡
2 10YR 4/3に ぶ い黄褐 色 シ ァレ ト 白色粘土ブロック・地山ブロック含む 柱穴堀 り方埋土
3 10YR 5/3に ぶ い黄褐 色 シ ,レ  ト 地 山粒多 く含 む 柱穴堀 り方埋土

第 5図 第 2号竪寮住居跡

[堆積土]3層 に分けられる。いずれも自然堆積土である。

[壁]第Ⅲ層を壁としてお り、ほぼ垂直に立ち上がる。残存壁高は、最も残存状態の良い西

隅部で 3 4cmである。

[床]掘 り方埋土を床としており、平坦である。中央部で部分的に貼床が施されている。また、

P3付近の床面が部分的に硬化している。

[炉]住居中央部に、床面が焼けて赤変している部分を確認した。その範囲は径約 3 0cmの

不整形で、炉と考えられる。

[柱穴]住居の対角線上から3基のピット (Pl～ 3)を検出した。これらのピットの平面

形は長軸 44～ 5 2cm× 短軸40～ 5 0cmの長方形で、床面からの深さは55～ 6 4cmであ

る。 Pl・ 2か ら直径 15～ 1 8cmの 円形の柱痕跡を確認した。Pl～ 3は、位置・形状・

規模から主柱穴と考えられる。

[周溝]南隅部を除き残存範囲を全周する。幅 16～ 3 0cm、 深さ5～ 1 4cn。 周溝のほぼ
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雨 、 土 色 土 質 備 考

1 OYR 2/2黒 褐 色 シ ル  ト 地 山粒含む

2 OYR 3/2黒 褐 色 シ ル  ト 地 山粒含む

3 OYR 3/2黒 褐 色 シ ル  ト 地 山小 ブロ ック・地 山粒含 む
4 OYR 3/2黒 褐 色 シ ル  ト 地 山粒少量含 む 壁材痕跡
5 OYR 2/3黒 褐 色 シ ,レ  ト 地 山粒含む 周溝埋上
6 OYR 6/6明 黄 褐 色 粘 土 員占ラて

7 OYR 3/3暗 褐 色 シ ル  ト 地 山ブロ ック・炭化物多 く含む 住居堀 り方埋土
8 OYR 3′ 3暗 褐 色 シ ル  ト 地 山粒含む 柱痕跡
9 OYR 4,3に ぶ い黄褐色 シ ル  ト 地 山ブロ ック多 く含む 柱穴堀 り方埋土
10 OYR 5/4に ぶ い黄褐色 シ ル ト 地 山ブロ ック多 く含む  柱穴堀 り方埋土
OYR 5,4に ぶ い黄褐色 シ ル  ト 柱穴堀 り方埋上

-11-



No 器種 別 分 類 層  位 外 面 調 整 内 面 調 整 底 面 調 整 口 径 底 径 器 高 図 版

1 土 師 器 lTh 不 A2 貯 蔵 穴 埋 土 ヘラケズリ.ハケメ→ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラケズリ→ヘラミガキ 12 31 77 8-4

2 土 師 器 不 lTk A l 貯 蔵 穴 埋 土 ヘラミガキ→朱彩 ヘラミガキ→朱彩 不 明 13 8-1

3 土 師 器 不 不 Al 貯 蔵 穴 埋 土 ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラケズリ→ヘラミガキ 13 46 61 8-2

4 土 師 器 不 郷 A3 貯 蔵 穴 埋 土 下半ヘラケズリ→上半ヘラミガキ ヘラミガキ→日縁ヨヨナデ ヘラケズリ 13 29 56 8-3

5 土 師器 器 台 器 台 A 貯 蔵 穴 埋 土 ヘラミガキ→朱彩 受け部!不明 脚部内面iヘラナデ 15 8-13

6 土師器 高郷 貯 蔵 魚 埋 土 ヘラミガキ→朱彩 lTN部 :ヘラミガキ 脚部内面Iヘラナデ 12 10 84 8-14

第 7図 第 3号竪穴住居跡出土遺物 (1)

全ての範囲から幅3～ 1 2cm、 深さ5～ 1 5cmの壁材痕跡を確認した。

[溝]南西壁際の床面から、壁と直交する溝を2条確認した (溝 1・ 2)。 いずれも幅20

cm、 深さ 1 0cmで、南西辺の周溝と重複する。

[貯蔵束]住居南隅部から 1基のピット (P4)を検出した。P4の平面形は長軸 1 2 0cm

×短軸 6 6cmの長方形で、床面からの深さは9 0cmである。P4は、位置・形状・規模から

貯蔵穴と考えられる。

[その他のピット]溝 2付近から 1基のピット (P5)を検出した。P5の平面形は一辺4

0 cmの方形で、床面からの深さは 1 7cmである。

[遺物]廉面・住居堆積土・周溝埋土・貯蔵穴埋土から土師器が、住居堆積土から須恵器が

出土した。また、貯蔵京埋土から鉄製品が出土したが、細片のため器種の確定はできず、図

示することもできなかった。土師器は21点が図化できた。第 7図 1～ 6は貯蔵穴埋土から

出上したものである。また、第 8図 7・ 8は貯蔵穴付近の床面から出土したものである。第

8図 1・ 2・ 5。 6。 11及び第 9図 1・ 2は炉の北西寄りの床面からまとまつて出土した

ものである。このうち椀 (第 8図 6)は壺 (同 11)の 内部から、正位の入れ子状になつて

出上した。その他、堆積土から蓋?(第 9図 3)カゴ出土した。
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No 器種 別 分 類 層  位 外 面 調 整 内 面 調 整 底 面 調 整 口径 底 径 器 高 図 版

1 土師器器台 器 台 B 床 ヘラミガキ 受け部:ヘラミガキ 脚部内面Iヘラナデ 85 102 95 8-7
2 土師器器台 器台 B 床 ヘラミガキ→朱彩 受け部:ヘラミガキ→朱彩 脚部内面:ヘラナデ 9 108 104 8-6
3 土師器器台 器台B 床 ヘラミガキ 受け部:ヘラミガキ 脚部内面:ヘラナデ 73 92 91 8-11

4 土師器器台 器台 B 床 ヘラミガキ→朱彩 受け部:不明 脚部内面:ヘラナデ 112 8-10

5 土師器 壷 壷 Bl 床 ヘラミガキ 体部ナデ:日縁ヘラミガキ ヘラケズリ 7_5 45 74 8-17

6 土師器 椀 床 ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラケズリ→ヘラミガキ 11 1 32 45 8-9

7 土師器壷 壺 A 床 ヘラミガキ ヘラミガキ 不 明 153

8 土師器 甑 床 ヘラミガキ,日縁ユビオサエ 体郡ナデ:日縁ヨヨナデ ヘラケズリ 孔径1 3cm 17 69 164 3-19
9 土師器 壷 壷 A 床 ヘラミガキ ヘラミガキ 不 明 8 8-12

10 土師器 壷 壷 A 床 ヘラミガキ→朱彩 布目圧痕 ヘラナデ ヘラケズリ 78 8-15

土師器 壷 壷 A 床 ヘラミガキ→朱彩 ヘラナデ ヘラケズリ 5 3-18

第 8図 第 3号竪穴住居跡出土遺物 (2)
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Ю 器 種 別 分 類 層  位 外 面 調 整 内 面 調 整 底 面 調 整 口径 底 径 器 高 図 版

1 土 師器甕 甕 Al 床 体部ナデ ロ縁ヨヨナデ 体部ヘラナデ ロ縁ヨヨナデ ヘラケズリ 33 142 8-8
2 土 師 器 甕 甕 Al 床 ハケメ・ヘラナデ→日縁ヨヨナデ ハケメ・ヘラナデ→日縁ヨヨナデ 不 明 16_5 8-16

3 土 師器蓋 ? 堆積土 ナデ ヘラナデ ヘラミガキ 8-5

4 上 師器 郷 確 認 面 ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラケズリ→ヘラミガキ 106 27 76

第 9図 第 3号竪穴住居跡出土遺物 (3)

第 4号竪穴住居跡 (第 10図 )

[位置・確認面]S63～ 72/W3～ 12の第Ш層上面で確認。

[重複]第 5号・6号竪穴住居跡と重複し、これらの中で最も新しい。

[平面形 。規模]1辺 3.9mの不整な方形である。

[堆積土]3層 に分けられる。いずれも自然堆積上である。

[壁]第Ⅲ層及び第 5・ 6号竪穴住居跡の堆積土を壁としてお り、ほぼ垂直に立ち上がる。

残存壁高は、最も残存状態の良い西辺部で 9 cmである。

[床]第Ш層及び第 5。 6号竪穴住居跡の堆積土を床としており、平坦である。

[柱穴]検出されなかった。

[周溝]全周する。幅 16～ 3 0cm、 深さ4～ 9 cm。

[遺物]住居堆積土から土師器 。須恵器・石製模造品 (第 10図 3)が出土した。土師器は

郷 (第 10図 1)及び壺 (同 2)の 2点が図化できた。

第 5号竪穴住居跡 (第 11・ 12図 )

[位置・確認面]S57～ 66/W3～ 12の第Ⅲ層上面で確認。

[重複]第 4・ 6号竪穴住居跡と重複し、第 4号竪穴住居跡より古 く、第 6号竪穴住居跡よ

り新しい。

[平面形・規模]東部が削平によって消失してお り、西部のみが残存する。残存部から東西

4.2m以上、南北 7.2mの方形を基調とするものと考えられる。

[堆積土]3層 に分けられる。いずれも自然堆積土である。

[壁]第Ⅲ層及び第 6号竪穴住居跡の堆積土を壁としてお り、ほぼ垂直に立ち上がる。残存
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□ 〔 :

0

配 土 色 土   質 備 考

1 10YR 3/2;桑 イ弓 1孟 シ ル  ト 炭化材 ・炭化物 ・焼土 ブロ ック多 く含む
2 10YR 3/1黒 褐 色 シ  アレ ト 炭化物・地山小ブロック・地山粒含む

3 10YR 3/1黒 褐 色 シ ル  ト 焼土多 く含む 炭化物・地 山小 ブロック・地 山粒含む
4 10YR 4/3に ぶ い責褐色 シ ル  ト 地山土多 く含む  周溝埋土

No 器 種 別 層  位 外 面 調 整 内 面 調 整 底 面 調 整 口 径 底 径 器 高 図 版

l 土 師器 不 堆 積 土 ヘラケズリ→ヘラナデ→朱彩 ヘラミガキ→ 朱彩 不 明 264 98 75 9-2

2 土 師器 壷 確認 面 ハケメ ハケメ・ヘラナデ→日縁ヨヨナデ 不 明 155 9-1

No 器 種 別 層  位 材  質 全 長 全 幅 厚 さ 備 考 図 版

3 石製 模造 品 堆積土 粘板岩 31 25 04 円盤状  孔径 3mm 表面 ・側面 に擦過痕 11-15

第 10図 第 4号竪穴住居跡と出土遺物

壁高は、最も残存状態の良い西辺部で 2 2cmである。

[床]掘 り方埋土を床としてお り、平坦である。

[柱穴]住居の対角線上から2基のピット (Pl・ 2)

形は長軸 70～ 8 2cm×短軸 60～ 6 8cmの長方形で、

を検出した。これらのピットの平面

床面からの深さは62～ 7 0cmで

-15-
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第 11図 第 5号竪穴住居跡

ある。いずれのピットでも直径 22～ 3 0cmの 円形の柱痕跡を確認した。 Pl・ 2は、位
置・形状・規模から主柱穴と考えられる。

[周溝]残存範囲を全周する。幅20～ 3 0cm、 深さ3～ 9 cm。 北辺の一部を除いた周溝の

全範囲から、幅5～ 1 2cm、 深さ8～ 1 2cmの、壁材痕跡を確認した。

[溝]壁際の床面から、壁と直交する溝を4条確認した (溝 1～ 4)。 それぞれ周溝と重複す

る。溝 1は全長 8 6cm、 幅 4 2cm、 床面からの深さ2 0cmで、住居南壁際に位置する。溝内

Nα 土 色 土 質 備 考

1 OYR 3/1黒 褐 色 シ ,レ  ト 炭化物多 く含む
2 OYR 3/2暗 褐 色 シ ル  ト 地 山小 ブロ ック・地 山粒含む 炭化物多 く含む
3 OYR 3/3黒 褐 色 シ グレ ト 地山小ブロック・地山粒少量含む 炭化物含む
4 OYR 4/2灰 黄 褐 色 シ ル  ト 地 山ブロ ック含 む 壁材痕跡
5 OYR 4/4褐 色 シ ル  ト 地 山ブロ ック多 く含 む 周溝埋土
6 OYR 3/4暗 褐 色 シ ル  ト 地 山ブロ ック多 く含 む 住居堀 り方埋土
7 OYR 3/2暗 褐 色 シ ,レ  ト 地 山ブロ ック・黒色上含む 柱痕跡
8 OYR 5/6黄 褐 色 シ  ル  ト 地 山ブロ ック多 く含む 柱穴堀 り方埋土
9 OYR 5/4に ぶ い黄褐色 シ ,レ  ト 地 山ブロ ック多 く含む 柱孔堀 り方埋土
10 OYR 3/3暗 褐 色 )/ ,レ  ト 地 山土含 む 材 の痕跡
11 OYR 3,4暗 褐 色 シ  ,レ  ト 地 山小 ブロ ック・地 山粒含む 溝埋土
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No 器 種 別 分 類 層  位 外 面 調 整 内 面 調 整 底 面 調 整 口径 底 径 器 高 図 版

1 土 師器 壷 壷 Bl 床 体部ヘラミガキ ロ縁ヨヨナデ ヘラミガキ 不 明 8_8

2 土 師器郷 堆積土 ヘラケズリ→ナデ ナデ 不 明 156

第 12図 第 5号竪穴住居跡出土遺物

に幅 1 2cm、 深さ 1 6cmの帯状の黒褐色土を確認した。この黒褐色土は周溝の壁材痕跡と重

複する。溝 2～ 4は全長 96～ 1 5 0cm、 幅 2 0cm、 床面からの深さ 1 0cmである。溝 2及

び 3は住居南西隅部付近に、溝 4は北西隅部付近に位置する。

[珪藻土塊]住居南西隅部の床面に、平面形 4 0cm× 3 0cm、 重量約 3 kgの珪藻土塊が置か

れていた。珪藻土塊には土師器壺の破片 (後述)が混入していた。

[遺物]床面 。住居堆積土・珪藻土塊から土師器が出上した。このうち床面及び珪藻土塊出

上の壺 (第 12図 1)と 、住居堆積土出上の郷 (同 2)の 2点が図化できた

第 6号竪只住居跡 (第 13・ 14図 )

[位置・確認面]S63～ 69/W6～ 12の第Ⅲ層上面で確認。

[重複]第 4・ 5号竪京住居跡と重複し、これらの中で最も古い。

[平面形・規模]北東隅部が第 5号竪京住居跡によって破壊されてお り、また、西部が調査

範囲外に及んでいるため全体形は不明だが、現状から一辺約 4.2mの方形を基調とするも

のと考えられる。

[堆積土]2層 に分けられる。いずれも自然堆積土である。

[壁]第 Ⅲ層を壁としており、ほぼ垂直に立ち上がる。残存壁高は、最も残存状態の良い北

辺部で 1 lcmである。

[床]掘 り方埋上を床としており、平坦である。西側に部分的な貼床が施されている。

[炉]住居中央部西寄 りに、床面が焼けて赤変している部分が検出された。その範囲は径 2

0 cmの不整円形で、炉と考えられる。

[柱穴]住居の対角線上から3基のピット (Pl～ 3)を検出した。これらのピットの平面

形は長軸 38～ 4 9cm× 短軸 35～ 4 2cmの不整長方形で、床面からの深さは46～ 6 2cm
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Nα 上 色 土 質 備 考

1 10YR 2/2黒 褐 色 シ ル ト 地 山粒 含 む

2 10YR 3/4暗 褐 色 シ ル  ト 地 山小 ブ ロ ック ・地 山粒 含 む  炭 化 物 多 く含 む

3 10YR 4/2灰 黄 褐 色 シ ,レ  ト 地 山小 ブロ ック・地 山粒少量含む 壁材痕跡
4 10YR 4/3に ぶ い黄褐色 シ ル ト 地 山ブロ ック含 む 壁材痕跡
5 10YR 5/4に ぶ い貢褐色 粘 土 貝占

"ヽ6 10YR 4/2灰 黄 褐 色 シ ル  ト 地 山ブロ ック多 く含む 住居堀 り方埋土
7 10YR 3/3暗 褐 色 シ アレ ト 地 山ブロ ック・地 山土含む 柱痕跡
8 10YR 4/4褐 色 シ ル  ト 地山ブロ ック・黒色土 ブロ ック含む 柱穴堀 り方埋土
9 10YR 3/4暗 褐 色 シ ル  ト 地山ブロック多 く含む 柱穴堀 り方埋土
10 10YR 3,2黒 褐 色 シ ル ト 地山ブロック多 く含む 柱穴堀 り方埋土
10YR 4/3に ぶ い黄褐色 シ ル ト 柱穴堀 り方埋土

12 10YR 4/2灰 黄 褐 色 シ ル  ト 地山粒少量含む 柱穴堀 り方埋土
13 10YR 4/4褐 色 シ ル ト 柱 穴 堀 り方 埋 土

14 10YR 2/2黒 4fB色 シ ル  ト 地 山粒少量含 む P5埋 土
15 10YR 3/3暗 褐 色 シ ル  ト 地 山小 ブ ロ ック含 む  P5埋 上

16 10YR 3/4暗 褐 色 シ ル  ト 地 山 ブ ロ ック含 む  p5埋 土

第 13図 第 6号竪穴住居跡

である。いずれのピットでも直径 12～ 1 8cmの 円形の柱痕跡を確認した。Pl～ 3は、位

置・形状・規模から主柱穴と考えられる。また、東壁際の床面から 1基のピット (P4)を

検出した。P4の平面形は一辺 3 6cmの隅丸方形で、床面からの深さは 3 0cmである。この

ピットから、壁に向かつて傾斜した径約 1 5cmの 円形の柱痕跡を確認した。

[周溝]残存範囲を全周する。幅 18～ 2 2cm、 深さ8～ 1 0cm。 周溝の全範囲から、幅4

～ 8 cm、 深さ5～ 9 cmの、壁材痕跡を確認した。

[貯蔵穴]住居南隅部から 1基のピット (P5)を 検出した。P5の平面形は径 7 0cmの不整

円形で床面からの深さは3 4cmである。P5は位置・形状・規模から貯蔵穴と考えられる。

-18-



1

第 14図 第 6号竪貞住居跡出土遺物

[遺物]住居堆積土・P2埋土・貯蔵穴底面・貯蔵穴埋土から土師器が出土し、このうち3

点が図化できた。第 14図 1は貯蔵穴埋土から出上した郷である。同2は貯蔵穴底面から出

土した器台、同3は P2埋土及び住居堆積土から出土した台付甕である。

第 7号竪穴住居跡 (第 15図 )

[位置・確認面]S48～ 57/W3～ 9の第Ⅲ層上面で確認。
[平面形 。規模]北側の大部分が削平によって消失しており、また、東部が調査範囲外に及

んでいるため全体形は不明だが、残存部から東西 3.8m以上、南北4,7mの方形を基調と

するものと考えられる。

[堆積土]肖J平により残存しない。

[壁]肖J平により残存しない。

[床]堆積土が残存しないため床面を確定することができない。住居範囲と考えられる部分

では掘り方埋土 (1 0YR3/1黒褐色シルト。地山ブロックを多く含み、炭化物を若千含む)

が残存していることから、少なくとも部分的には掘り方埋土を床としていたと考えられる。

[炉]住居範囲内と考えられる位置から径約 5 0cm、 深さ約 1 0cmの不整楕円形のピットが

検出された。このピットの埋土は焼土 (2.5YR4/6赤 褐色ンルト)で、炉と考えられる。

No 器 種 別 分 類 層  位 外 面 調 整 内 面 調 整 底 面 調 整 口 径 底 径 器 高 図 版

1 土 師器郷 郭 Al 貯蔵 穴 埋土 ヘラミガキ ヘラミガキ 不 明 118

2 土 師器 器 台 器 台 A 貯蔵 穴 埋土 ヘラミガキ→朱彩 受け部:ヘラミガキ→朱影 脚部内面:ヘラナデ 101 16 87 9-3

3 土師器台付甕 P2埋土 ハケメ→日縁ヨヨナデ ハケメ→日縁ヨヨナデ 台肉面フ ケヽメ 168 9-4
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配 土 色 土   質 備 考

1 10YR 3/3暗 褐 色 シ ル  ト 地 山ブロ ック含む 柱痕跡
2 10YR 3/2黒 褐 色 シ アレ ト 地 山ブロ ック・地 山粒多 く含む 柱穴堀 り方埋土
3 10YR 3/4暗 褐 色 シ ル ト 地 山ブロ ック含 む 柱穴堀 り方埋土
4 10YR 4/6褐 色 シ アレ ト 地 山プロ ック多 く含 む 柱穴堀 り方埋土

第 15図 第 7号竪穴住居跡

[柱穴]住居範囲内と考えられる位置から3基のピット (Pl～ 3)を検出した。このうち

P2と P3の中心を結ぶ直線は住居南辺に平行で、Plと P2の中心を結ぶ直線は住居南辺

に直交する。これらのピットの平面形は一辺34～ 4 0cmの不整方形で、床面からの深さは

28～ 3 8cmである。いずれのピットでも直径 10～ 1 6cmの 円形の柱痕跡を確認した。P

l～ 3は、位置・形状・規模から主柱穴と考えられる。

[周溝]南辺部に残存する。幅約 2 0cm、 深さ6～ 1 lcm。

[遺物]炉ピットの埋土から土師器が出上したが、細片のため図化できなかつた。

第3号竪穴住居跡 (第 16図 )

[位置・確認面]S48～ 54/W6～ 12の第Ⅲ層上面で確認。

[平面形 。規模]東側が削平により消失しており、また、西側が調査範囲外に及んでいるた

め全体形は不明だが、残存部から東西2.lm以 上、南北3.5mの 方形を基調とするもの

と考えられる。

[堆積土]3層に分けられる。いずれも自然堆積上である。

-20-



961浄 9

第 16図 第 8号竪穴住居跡

[壁]第 Ⅲ層を壁としてお り、ほぼ垂直に立ち上がる。残存壁高は、最も残存状態の良い南

辺部で 1 5cmで ある。

[床]掘 り方埋土を床としており、ほぼ平坦である。中央部に部分的な貼床が施されている。

[カマ ド]北壁に設置されており、燃焼部と煙道が確認された。燃焼部の底面は床面を浅 く

掘 りくばめて形成されており、幅 5 6cm、 奥行 5 6cm、 床面からの深さ6 cmで ある。煙道は

先端部が削平によって失われており、残存する部分は軸長 1 0 8cm、 基部幅 2 9cm、 基部深

さ4 cmで、底面はほぼ水平である。カマ ド側壁は確認されなかった。

[柱穴]北東部の床面から 1基のピット (Pl)を検出した。 Plの平面形は長軸 5 5cm×

短軸 4 7cmの長方形で、床面からの深さは2 5cmである。Plは、位置・形状・規模から主

柱穴と考えられる。

[周溝]南部及び北部に残存する。幅 14～ 2 0cm、 深さ4～ 9 cm。

[貯蔵穴]住居南壁際から 1基のピット (P2)を検出した。ピット西部が調査区外に及ん

でおり全体形は不明だが、平面形は径 7 8cmの不整円形を基調とするものと考えられ、床面

論 、 土 色 土 質 備 考

1 10YR 2/1黒 シ ル  ト
2 10YR 3/1黒 褐 色 シ ル  ト 地 山小 ブロ ック・地 山粒多 く含む
3 10YR 3/2黒 褐 色 シ ル  ト 地 山小 ブロ ック含む
4 10YR 4/1褐 灰 色 シ ル  ト 地 山ブロ ック多 く含む 周溝堆積土
5 10YR 4/2灰 黄 褐 色 シ グレ ト 地山プロック多 く含む P2埋土
6 10YR 4/4褐 色 シ ル  ト 員占

"【7 10YR 4/3に ぶ い黄褐色 粘土質シルト 地 山ブロ ック多 く含 む 住居堀 り方埋土
8 5YR 2/3極 暗 赤 褐 色 シ ル ト 焼土 ・炭化物多 く含 む カマ ド・煙道 内堆積土
9 5YR 3/4暗 赤 褐 色 シ ル ト 焼土 ・炭化物多 く含 む カマ ド内堆積土
10 2.5YR 4/4に ぶ い赤褐色 シ タレ ト 焼土 ブロ ック多 く含 む カマ ド内堆積土
10YR 4}1褐 灰 色 シ ル  ト 地 山粒 含 む

12 10YR 3/4暗 褐 色 シ ル  ト 地 山小 ブロ ック含む
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からの深さは3 0cmである。P2は、位置 。形状・規模から貯蔵穴と考えられる。

[遺物]住居堆積土から土師器・須恵器が出土した。また、カマ ド燃焼部底面から土師器が

出土したが、いずれも細片のため図化できなかった。

第 9号竪穴住居跡 (第 17図 )

[位置・確認面]S42～ 48/W3～ 9の第Ⅲ層上面で確認。
[平面形・規模]東側が削平により消失しており、また、北側が調査範囲外に及んでいるた

め全体形は不明だが、残存部から東西 2。 lm以上、南北2.8m以 上の方形を基調とする
ものと考えられる。

[堆積土]削平により残存しない。

[壁]肖J平により残存しない。

[床]堆積土が残存しないため床面を確定することができない。周溝に囲まれた範囲は掘り

方埋土 (10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。地山プロック多量に含む)であることから、
少なくとも部分的には掘り方埋上を床としていたとも考えられる。

[柱友]住居南西隅部から 1基のピット (Pl)を 検出した。Plの平面形は長軸 8 4cm×

短軸 5 8cmの長方形で、床面からの深さは4 2cmで ある。このピットから直径 2 2cmの 円形

の柱痕囲を確認 した。 Plは 、

位置・形状・規模から主柱穴 と

考えられる。             田

[周溝]南部及び西部に残存する。

幅 14～ 2 0cm、 深さ6～ 9 cm。

[遺物]確認面から土師器が出

上 したが、細片のため図化でき

なかった

第 17図 第 9号竪穴住居跡

第 10号竪 /~■住居跡 (第 18図 )

[位置・確認面]S72～ 81/W6～ 12の第Ⅲ層上面で確認。

S46
W6+

Nα 土 色 土   質 備 考

1 10YR 3/1黒 褐 色 シ グレ ト 炭化物・地 山小 ブロ ック含む 柱痕跡
2 10YR 4/6褐 色 シ ル  ト 地 山ブロ ック多 く含 む 柱穴堀 り方埋土
3 2.5Y4/4オ リー ブ褐 色 砂質シル ト 地 山ブロ ック多 く含む グ ライ化  柱穴堀 り方埋土
4 10YR 5/6黄 褐 色 シ ,レ  ト 地 山小 ブロ ック多 く含む 柱穴堀 り方埋土
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[重複]第 12号竪穴住居跡と重複し、これより古い。

[平面形 。規模]東辺が撹乱により破壊されてお り、また、西側が調査範囲外に及んでいる

ため全体形は不明だが、残存部から東西 3.2m以 上、南北 4,7mの 方形を基調とするも

のと考えられる。

[堆積土]4層 に分けられる。

[壁]第Ⅲ層を壁としており、

ほぼ垂直に立ち上がる。残

存壁高は、最 も残存状態の

良い南辺部で 2 0cmである。

[床]掘 り方埋土を床として

お り、平坦である。

[柱穴]検出されなかつた。

[周溝]撹乱により東辺が一

部破壊されているが、全周

すると考えられる。幅 14

～ 2 0cm、 深さ8～ 1 2 cm。

[遺物]出土していない。

いずれも自然堆積上である。

第 11号竪穴住居跡 (第 19～ 22図 )

[位置 。確認面]S93～ 102/W3～ 12の第Ш層上面で確認。

[平面形・規模]東西 6m、 南北5.8mの方形である。

[堆積土]3層に分けられる。いずれも自然堆積土である。

[壁]第Ⅲ層を壁としており、ほぼ垂直に立ち上がる。残存壁高は、最も残存状態の良い北

辺部で 5 0cmである。

[床]掘 り方埋土を床としており平坦である。住居中央部は広鑓囲に貼床が施されている。

[カマド]住居北壁に設置されており、燃焼部及び煙道が確認された。燃焼部の底面は床面

阻 土 色 土   質 備 考

1 10YR 2/1黒 シ ル  ト 地 山粒 含 む
2 10YR 3/2黒 褐 色 シ ル ト 地山小ブロック含む

3 10YR 3/3暗 褐 色 シ ル ト 地山小 ブロ ック含む

4 10YR 3/4暗 褐 色 シ ル  ト 地 山小 ブロ ック・炭化物 ・焼土含む

5 10YR 4/4褐 色 シ ル ト 地 山ブロ ック多 く含む 周溝埋土
6 10YR 4/6褐 色 シ アレ ト 地山ブロック多 く含む 住居堀 り方埋土

第 18図 第 10号竪穴住居跡
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第 19図 第 11号竪穴住居跡

を浅 く掘 りくばめて形成されてお り、幅 4 2cm、 奥行 8 8cm、 床面からの深さ8 cmで ある。

燃焼部底面の左右に、灰白色粘上で側壁が形成されている。側壁は長さ約 5 4cm、 高さは左

2 3cm。 右 3 6cmが残存している。煙道は軸長 1 5 2cm、 基部幅 3 4cm、 基部深さ2 7cmで

、底面は基部からゆるやかな上 り傾斜となるが、煙道中程でやや急に落ち込み、それより先

はほぼ平坦である。煙道先端部から土師器甕 (第 20図 7)が出土した。この甕は底部を欠

き、逆位で据えられていた。煙出しに用いられたと考えられる。

W5+
S101
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陥 土 色 土   質 備 考

1 7.5YR 2/2黒 褐 色 シ ル  ト
2 7.5YR 3/3暗 褐 色 シ アレ ト 地 山小 ブロ ック含む
3 7.5YR 2/2黒 4fB色 シ ル  ト 焼土・木炭含 む
4 7.5YR 3/2黒 褐 色 シ ル  ト 壁材痕跡
5 10YR 2/3黒 褐 色 シ ル  ト 地 山粒少量含む 周溝埋土
6 7.5YR 3/4暗 褐 色 シ ,レ  ト 灰 白色粘土粒含 む 煙道崩落土 ?
7 7.5YR 3/3暗 褐 色 シ ル  ト 煙道堆積土
8 7.5YR 4/4褐 色 シ ル  ト 煙道堆積土
9 5YR 3/2暗 赤 褐 色 シ ル  ト カマ ド内堆積土
10 7.5YR 3/4暗 褐 色 シ ル  ト 焼土・木炭粒多 く含 む  カマ ド内堆積上
7.5YR 3/3暗 褐 色 シ ル  ト 焼上多 く含む 。木炭含む  カマ ド内堆積土

12 7.5YR 2/1 黒 シ ,レ  ト 焼土粒 ・木炭粒多 く含む  カマ ド内堆積土
13 10YR 3/4暗 褐 色 シ ,レ  ト 貝占

"ヽ14 10YR 4/6褐 色 シ ル  ト 住居堀 り方埋士
15 10YR 2/1黒 シ ル  ト 地 山粒・木炭粒含 む 柱痕跡
16 10YR 3/2黒 褐 色 シ ,レ  ト 地 山大 ブロ ック ・木炭粒少量含む 柱穴堀 り方埋土
17 10YR 3/2;課 打匂 1色 シ ,レ  ト 白色粘土含 む・木炭粒含 む
18 10YR 5/6黄 褐 色 シ ル  ト 黒褐色上含 む

(第 19図の土層一覧表 )

[焼け面]住居中央部に床面が焼けて赤変している部分を検出した。その範囲は 7 2cm× 2

4 cmの不整長橋円形である。

[柱穴]住居の対角線上から4基のピット (Pl～ 4)を検出した。これらのピットの平面

形は長軸 42～ 4 8cm× 短軸 34～ 4 2cmの長方形で、床面からの深さは37～ 4 6cmであ

る。いずれのピットからも長径 21～ 2 7cm、 短径 15～ 1 9cmの楕円形の柱痕跡を確認し

た。Pl～ 4は、位置・形状・規模から主柱穴と考えられる。

[周溝]カマ ド部を除き全周する。幅26～ 5 0cm、 深さ5～ 1 9cm。 西辺を除 く周溝のほ

ぼ全ての範囲から、幅 6～ 1 4cm、 深さ6～ 1 4cmの壁材痕跡を確認した。

[貯蔵家]カマ ド右側の北壁際から 1基のピット (P8)を検出した。P8の平面形は径約

7 5cmの円形で、床面からの深さは 1 3cmで ある。また、カマ ド左側の北壁際から 1基のピ

ット (P9)を検出した。P9の平面形は長径 8 1cm× 短径 4 5cmの楕円形で、床面からの

深さは 1 4cmで ある。P8及びP9は、位置・形状・規模から貯蔵穴と考えられる。

[その他のピット]周溝内で 2基のピット (P6。 7)を検出した。P6は左カマ ド側壁の

脇に位置し、平面形は径 2 2cmの円形で周溝底面からの深さは2 0cmである。P7は右カマ

ド側壁の脇に位置し、平面形は長径25cm× 短径 18cmの楕円形で、周溝底面からの深さは

10cmで ある。P6・ 7は、その位置からカマ ドに関係する構造物の痕跡であると考えられる。
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一

配 器種別 分 類 層  位 外 面 調 整 内 面 調 整 底 面 調 整 口 径 底 径 器 高 図 版

l 須恵器 邦 床 ロクロナデ ロクロナデ 手持ちヘラケズリ 169 124 4 9-9

2 土 師器 郷 床 ヘラケズリ→ナデ ヘラナデ 15 57 9-7

3 土師器 不 不 B2a 力Vド側壁 ヨヨナデ ヘラミガキ→黒色処理 ヘラケズリ 157 45 9-5

4 土 師器 鉢 不 Bl 床 ・床 直 下部ヘラケズリ→ヘラミガキ ヘラミガキ 不 明 223 9-8

5 土師器鉢 力Vド側壁 ヘラナデ→下部ヘラケズリ ヘラミガキ→黒色処理 不 明 219 9-11

6 土師器甕 床 ・床直 体部ヘラケズリ ロ縁ヨコナデ ヘラナデ 不 明 231 9-13

7 土 師器甕 甕 B2 煙 道 ピ ッ ト 体部ヘラケズリ ロ縁ヨヨナデ ヘラナデ 不 明 19 9-14

8 土 師器 甕 甕 Bl P10 体部ヘラケズリ ロ縁ヨヨナデ 体部ヘラナデ ロ縁ヨヨナデ 不 明 223 10-3

第 20図 第 11号竪穴住居跡出土遺物 (1)
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ヽ〃禁71

0       5       10cm

No 器種 別 分 類 層  位 外 面 調 整 内 面 調 整 底 面 調 整 口径 底 径 器 高 図 版

l 土 師器 郭 雰 Bl カマド内堆積土 ヨヨナデ ヘラミガキ ヘラケズリ 99

2 土師器郷 堆積土 ヨヨナデ ヨヨナデ ヘラケズリ 141

3 土師器 邪 堆棲土 ヨヨナデ ヘラミガキ→黒色処理 ヘラケズリ

4 土師器 甕 床 ～堆横土 下部ヘラケズリ→体部ヘラナデ ヘラナデヘラケズリ ヘラケズリ 83 9-15

5 土師器 甕 甕Bl 床 ～堆積 上 体部ハケメ→日縁ヨコナデ 体部ヘラナデ→日縁ヨヨナデ 不 明 20.5 9-12

6 土師器甕 甕Bl 床～堆横土 ハケメ ヘラケズリ→ヘラナデ ヘラケズリ 8 10-1

第 21図 第 11号竪穴住居跡出土遺物 (2)
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No 器 種 別 分 類 層  位 外 面 調 整 内 面 調 整 底 面 調 整 口 径 底 径 器 高 図 版

l 土 師器 郷 確認面 ヨヨナデ ヘラミガキ→黒色処理 ヘラケズリ 146 26 9-10

2 土 師器 郷 確認面 ヘラケズリ→ヨヨナデ ヘラミガキ→黒色処理 ヘラケズリ 16 36 9-6

3 土 師器 甕 甕A2 床 ～堆 積土 ヘラケズリ 体部ヘラナデ→日縁ヨヨナデ ヘラケズリ 108 10-2

第 22図 第 11号竪穴住居跡出土遺物 (3)

住居中央やや北東隅よりの位置から 1基のピット (P5)を検出した。P5の平面形は長

軸 1 0 8cm× 短軸 7 2cmの不整長方形で、床面からの深さは3 0cmである。

住居北壁際から 1基のピット (PlO)を 検出した。PlOの平面形は長軸 6 9cm× 短軸

3 9cmの長方形で、床面からの深さは2 4cmである。 P10に は土師器甕の上半部 (第 20

図8)が正位で据えられている。

[遺物]床面 。住居堆積土・カマ ド側壁内部・カマ ド内堆積土から土師器及び須恵器が、住

居堆積土から須恵器が出上した。このうち土師器 17点、須恵器 1点が図化できた。同 8は

住居北壁際に正位で据えられていた土師器甕である。同 6は底部が破損しているので確実な

ことは言えないが、その形状から甑の可能性がある。また、住居床面直上及び堆積土から続

縄文土器が、堆積土から不定形石器が出上したが、これらについては 「その他の出土遺物」

の項にて取 り扱う。
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第 12号竪穴住居跡 (第 23図 )

[位置 。確認面]S75～ 84/W3～ 12の第Ⅲ層上面で確認。

[重複]第 10号竪穴住居跡と重複し、これより新しい。

[平面形・規模]北西部を除いて削平により消失しており、また、西・南側が調査範囲外に

及んでいるため全体形は不明だが、残存部から東西5.6m以上、南北2.lm以上の方形を

基調とするものと考えられる。

[堆積土]3層 に分けられる。いずれも自然堆積上である。

[壁]第Ⅲ層を壁としており、ほぼ垂直に立ち上がる。残存壁高は、最も残存状態の良い西

辺部で 5 cmである。

[床]掘 り方埋土を床としている。

[カマド]住居北壁に設置されており、煙道の一部及び煙出しピットが確認された。煙道は

残存する範囲の軸長 1 0 4cm、 最大幅4 0cm、 深さ 1 4cmで、底面は煙出しピット付近で段

がつき、高くなる。煙出しピットの平面形は軸径 5 6cm× 横断径 5 0cmの楕円形で、深さは

3 4cmである。

[柱穴]住居北壁近くから2基のピット (Pl・ 2)を検出した。これらのピットの平面形

は、Plが 1辺 4 0cmの、P2が 1辺 5 5cmの方形で、深さは約 6 0cmである。いずれのピ

ットからも径 12～ 2 0cm、 円形の柱痕跡を確認した。Pl・ 2は、位置・形状・規模から

主柱穴と考えられる。また、これらのピットは作り替えが行われており、それぞれの旧ピッ

トから柱痕跡及び抜き取り痕を確認した。

[周溝]住居北部及び西部に残存する。幅 10～ 1 9cm、 深さ 1～ 8 cm。

[その他のピット]北辺の延長線上から2基のピット (P3・ 4)を検出した。これらのピ

ットの平面形は一辺 2 7cmの方形で、深さは3 5cmである。いずれのピットからも径 8 cmの

円形の柱痕跡を確認した。これらのピットは本来カマド側壁があったと考えられる場所に位

置しており、カマドに関係する構造物の痕跡であると考えられる。Plの南側から2基のピ

ット (P5・ 6)を検出した。これらのピットの平面形は 1辺 2 8cmの方形で、深さは 18

cmである。

[遺物]煙出しピット埋土から土師器が出土したが、細片のため図化できなかった。

第 13号竪穴住居跡 (第 24図 )

[位置・確認面]S44～ 57/E3～ W3の第Ⅲ層上面で確認。

[平面形・規模]西辺を除いて撹乱により破壊されているため全体形は不明だが、残存部か

ら東西 lm以上、南北3,4m以上の方形を基調とするものと考えられる。
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陥 土 色 土 質 備 考

1 OYR 2/2黒 褐 色 シ ル  ト 地山小ブロック含む
2 OYR 3/1黒 褐 色 シ ル  ト 地 山小 ブロ ック含む
3 OYR 3/2黒 褐 色 シ ル  ト 地 山河ヽ プロ ック含む
4 OYR 4/2灰 黄 褐 色 シ ル  ト 周溝埋土

5 OYR 4/3に ぶ い黄褐色 シ ル  ト 住居掘 り方埋土
6 7.5YR3/3暗 褐 色 シ ル  ト 焼 上・木 炭 粒 多 く含 む  煙 道 堆 積 土
7 10YR 2/2黒 褐 色 シ ル  ト 自色粘土含む・炭化物含む 煙道堆積土
8 7.5YR 4/3褐 色 シ ル  ト 地 山ブロ ック多 く含む 煙道堆積土
9 10YR 3/3暗 褐 色 シ ,レ  ト 柱痕跡
10 10YR 3/4暗 褐 色 シ ル  ト 地 山小 ブロ ック含む 柱穴掘 り方埋土
10YR 4/6褐 色 シ ル ト 地 山粒多 く含む 柱穴掘 り方埋土

12 10YR 3/3暗 褐 色 シ ル  ト 地 山小 ブロ ック含む 柱穴掘 り方埋土
13 10Y R 3/4暗 褐 色 シ ル ト 地 山ブロ ック多 く含む 柱抜 き取 り痕跡
14 10YR 3/2黒 褐 色 シ ル ト 地山粒含む 柱痕跡
15 10YR 4/1褐 灰 色 シ ル  ト 地 山粒含 む 柱痕跡
16 10YR 4/2灰 黄 褐 色 シ ル ト 地 山ブロ ック多 く含 む 柱穴掘 り方埋土
17 10YR 4/3に ぶ い黄褐色 シ ル ト 地 山ブロ ック多 く含 む 柱穴掘 り方埋土
18 10YR 3/4暗 褐 色 シ ル ト 地山ブロ ック含む  柱抜 き取 り痕跡
19 10YR 4/4褐 色 シ ル  ト 地 山ブロ ック多 く含む 柱穴掘 り方埋土
20 10YR 3/3 暗 褐 色 シ ル ト 柱痕跡

21 10YR 4/3に ぶい黄褐色 シ ル  ト 地山ブロ ック多 く含 む 柱穴掘 り方埋土
22 10YR 3/4暗 褐 色 シ ル  ト 地 山小 ブロ ック含む 柱穴掘 り方埋土

第 23図 第 12号竪穴住居跡
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[堆積土]3層 に分けられる。いずれも自然堆積土である。

[壁]第Ⅲ層を壁としてお り、ほぼ垂直に立ち上がる。残存壁高は、最 も残存状態の良い南

西隅部で 2 0cmである。

[床]第Ⅲ層を床としている。

[カマ ド]住居西壁に設置されてお り、煙道・煙出しピットが確認された。煙道は軸長 13

2 cm、 基部幅 4 0cm、 基部深さ2 cmで、底面はほぼ平坦である。煙出しピットの平面形は軸

径 5 4cm× 横断径 3 8cmの楕円形で、深さは3 8cmである。

[柱京]検出されなかった。

[周溝]南西隅部に残存する。幅 28～ 3 0cm、 深さ3～ 7 cm。

～ 8 cm、 深さ 3～ 5 cmの 壁材痕跡を確認

した。                         wl+

周溝内の壁側に沿つて幅 6

[貯蔵穴]住居南西部から 1基のピット (P

l)を検出した。 Plの 平面形は長径 7

0 cm× 短径 5 7cmの楕円形で、床面から

の深 さは 1 5cmで ある。 Plは 、位置・

形状・規模から貯蔵穴と考えられる。

[遺物]住居堆積土から土師器が出上したが、

細片のため図示できなかった。

第 24図 第 13号竪穴住居跡

第 14号竪穴住居跡 (第 25。 26図 )

[位置 。確認面]S60～ 69・ WO～ 6の第Ⅲ層上面で確認。

[平面形・規模]南東隅部が撹乱により破壊されているが残存部から一辺3.8mの方形で

あると考えられる。

[堆積土]4層 に分けられる。いずれも自然堆積上である。

配 土 色 土 質 備 考

ユ 7.5YR 3/3暗 権,色 シ ル  ト 地 山粒含む

2 7.5YR 3/4暗 褐 色 シ ル  ト 焼土少量含む

3 7.5YR 3}4暗 褐 色 シ ル  ト 地 山粒含 む

4 75YR 4/4褐 色 シ ル  ト 煙道堆積土
5 5YR 2/2黒 褐 色 シ ル  ト 焼土・木炭粒多 く含 む 煙道 ピッ ト堆積土
6 7.5YR 3/4暗 褐 色 シ グレ ト 木炭粒含 む 煙道 ピッ ト堆積土
7 7.5YR 4/6褐 色 シ ル ト カマ ド・煙道堆積土

8 5YR 2/3極 暗 赤 褐 色 シ ル ト 木炭粗少量含む 煙道 ピッ ト堆積土
9 10YR 4/6褐 色 シ ル  ト 煙道 ピッ ト堆積土
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[壁]第Ⅲ層を壁としてお り、若干開き気味に立ち上がる。残存壁高は、最 も残存状態の良

い西辺部で 2 2cmである。

[床]掘 り方埋土を床としており、平坦である。

[カマ ド]住居北壁に設置されてお り、燃焼部及び煙道が確認された。燃焼部の底面は床面

を浅 く掘 りくばめて形成してお り、幅 4 8cm、 奥行 7 2cm、 床面からの深さ6 cmで ある。燃

焼部底面の左右に、灰白色粘上で側壁が形

成されている。側壁は長さ約 5 6cm、 高さ

は左 1 4cm。 右 1 2cmが残存している。煙

道は長さ 1 2 0cm、 基郡幅 3 6cm、 基部深

さ8 cmで、底面は煙道先端部に向かつて下

り傾斜となっている。

[柱穴]検出されなかつた。

A

配 土 色 土 質 備 考

1 10YR 2/2黒 褐 色 シ グレ ト
2 10YR 3/2;桑 ItBて登 シ ル ト

3 10YR 2/3黒 褐 色 シ ,レ  ト
4 10YR 3/3暗 褐 色 シ ル ト

5 ЮYR2/3黒 褐 色 シ ル  ト

6 10YR 2/3黒 褐 色 シ ル ト 地山ブロック含む 周浦埋土
7 10Y R4/6褐 色 シ  ,レ  ト 周溝埋上

8 10YR 3/2黒 褐 色 シ ル  ト カマ ド内堆積土

9 5YR3/4暗 赤 褐 色 シ ル  ト 焼上多 く含む  カマ ド内堆積土
10 10YR 2/3黒 褐 色 シ ル  ト 煙道堆積土

11 10 YR 3/2黒 褐 色 シ ル  ト 焼土・地 山粒少量含 む 煙道堆積土
12 10YR 2/3黒 褐 色 シ ル  ト 煙道堆積土

13 10YR 2/3黒 褐 色 シ ル  ト 焼土・地 山粒多 く含 む 煙道堆積土
14 10YR 2/3黒 褐 色 シ ル  ト 地 山粒多 く含む 住居掘 り方埋土
15 10YR 4/1褐 灰 色 シ  ル  ト 地 山粒 含 む  柱 痕 跡

第 25図 第 14号竪穴住居跡
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8

第 26図 第 14号竪穴住居跡出土遺物

[周溝]住居南東部を除き全周する。幅 11～ 2 8cm、 深さ6～ 1 8cm。 周溝内から断続的

に幅 5～ 8 cm、 深さ約 7 cmの壁材痕跡を確認した。左右のカマ ド側壁を除去した段階で、周

溝はカマ ド側壁の直下まで及んでいることを確認した。また、左カマ ド側壁直下の周溝底面

から、直径約 2 0cmの ピットが検出された。

[貯蔵穴]住居北西隅部から 1基のピット (Pl)を検出した。 Plの平面形は長径 7 6cm

×短径 4 6cmの楕円形である。Plは、位置・形状・規模から貯蔵穴と考えられる。

No 器種 別 分 類 層  位 外 面 調 整 内 面 調 整 底 面 調 整 口 径 底 径 器 高 図 版

1 上 師器 不 不 B2a 床 ヨヨナデ ヘラミガキ ヘラケズリ 13.6 34 10-6

2 土 師器 不 堆積土 ヘラナデ→ヘラケズリ ヘラミガキ ヘラケズリ 15_5

3 土 師器 不 堆積土 ヨヨナデ→ヘラケズリ ヘラミガキ→黒色処理 不 明 13_2

4 土 師器 邪 14N B l 床・カマ ド側壁 ヘラケズリ→ヨヨナデ ヘラミガキ→黒色処理 ヘラケズリ 176 108 38 10-7

5 土 師器 郷 確認 面 ヘラケズリナデ→ヨヨナデ ヘラミガキ→黒色処理 不 明 17.5

6 土師器郷 不 Bよ 床 直 ナデ ヘラミガキ→黒色処理 不 明 202

7 土 師器 郷 堆積 土 ヨヨナデ→朱彩 ハケメ→ヨヨナデ→朱溺 不 明 135

8 土師器 郷 堆積土 ヨヨナデ→朱彩 ナデ→日縁ヨヨナデ→朱彩 不 明 138 10-5

9 土師器高不 堆積土 ヘラミガキ 受 け部 :不明 脚部内面|ヘラオサエ 10-4

10 土師器甕 甕 Bl 床 ハケメ ヘラナデ ヘラケズリ 76
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[遺物]床面・住居堆積土・カマド側壁内部から土師器が、住居堆積土から須恵器が出土し

た。土師器は 10点を図化できた。第26図 1は床から出土した土師器邪である。また、床

面直上から土師器郷 (同 6)が、住居床面及びカマド側壁を構成する灰白色粘土の中から土

師器邦 (同 4)力言出上した。

第 15号竪穴住居跡 (第 27・ 28図 )

[位置・確認面]S69～ 78/WO～ 6の第Ⅲ層上面で確認。
[平面形・規模]南部が削平により消失しているため全体形は不明だが、残存部から東西4.

lm、 南北2.6m以上の隅丸方形を基調とするものと考えられる。
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第 27図 第 15号竪寅住居跡

Ａ
引
ｍ

陥 土 色 土 質 備 考

1 OYR 2/3黒 褐 色 シ ル  ト
2 OYR 3/4暗 褐 色 シ ル  ト 焼土・木炭・炭化物多 く含む
3 OYR 3/4暗 褐 色 シ ル  ト
4 OYR 4/6褐 色 シ ル  ト
5 7.5YR3/4町 旨褐 色 シ ル  ト 焼土・粘土多 く含む
6 OYR 3/3暗 褐 色 シ タレ ト
7 OYR 4/6褐 色 シ ル  ト
8 OYR2/3黒 褐 色 シ ル  ト 煙道堆積土
9 OYR3/2黒 褐 色 シ ル  ト 煙道堆積土
10 7.5YR4/4褐 色 シ ル  ト 煙 道 堆 積 土
10YR 3/3暗 褐 色 シ アレ ト 地 山土多 く含む 住居掘 り方埋上

12 5YR 3/4暗 赤 褐 色 シ ル ト 地 山粒 ・木炭粒含む

13 5YR 4/2灰 褐 色 粘土質シルト

14 10Y R 7/4にぶい黄橙色 粘 土

15 5YR 2/4極 暗 赤 褐 色 シ ル  ト 焼土粒少量含む
16 7.5YR3/4暗 褐 色 シ ル  ト
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蔦 、 器種別 分 類 層  位 外 面 調 整 内 面 調 整 底 面 調 整 口径 底 径 器 高 図 版

1 須 恵 器 塔 堆 横 土 ロクロナデ ロクロナデ 手持ちヘラケズリ 156 86 45 10-9

2 土 師 器 郷 堆 積 土 ナデ ヘラミガキ 不 明 104

3 土 師 器 郭 確 認 面 ヘラケズリ→日縁ヨヨナデ ヘラミガキ→黒色処理 ヘラケズリ 137 8 43 10-8

4 土 師 器 鉢 堆 横 土 体部ヘラナデ→日縁ヨヨナデ 体部ヘラナデ ロ縁ナデ 不 明 16.2

5 土 師 器 甕 甕 C 床 ロクロナデ→下部ヘラケズリ ロクロナデ→ヘラナデ ヘラケズリ 24 98 298 10-10

6 須 恵 器 甕 床 平行タタキ ヘラナデ 10-11

第 28図 第 15号竪穴住居跡出土遺物
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[堆積土]7層 に分けられる。いずれも自然堆積上である。

[壁]第Ш層を壁としてお り、ほぼ垂直に立ち上がる。残存壁高は、最も残存状態の良い北

辺部で 1 5cmである。

[床]掘 り方埋土を床としており、平坦である。

[カマ ド]住居北壁に設置されてお り、燃焼部・煙道の基部及び先端部・煙出しピットが確

認された。燃焼部の底面は床面を浅 く掘 りくばめて形成してお り、幅 4 2cm、 奥行 5 2cm、

床面からの深さ3 cmで ある。燃焼部底面の右に灰白色粘上で側壁が形成されている。側壁は

長さ約 5 0cm、 高さ 1 3cmが残存している。煙道は軸長 1 1 4cm、 基部幅 4 4cm、 基部深さ

9 cmで、残存状態から、底面は基部から中央部までは上 り傾斜で、中央部から先端部までは

下 り傾斜であったと考えられる。煙出しピットの平面形は軸径 5 7cm× 横断径 3 8cmの不整

橋円形で、深さは 1 6cmである。

[柱穴]検出されなかった。

[貯蔵京]住居北東隅部から 1基のピット (Pl)を検出した。 Plの平面形は長径 122

cm×短径 7 6cmの不整楕円形で、床面からの深さは2 1cmである。Plは、位置・形状・規

模から貯蔵穴と考えられる。

[その他のピット]住居中央やや北寄 りから 1基のピット (P2)を検出した。P2の平面

形は径 7 2cmの円形で、床面からの深さは2 3cmである。

[遺物]床面・住居堆積土から土師器 。須恵器が出上した。土師器 4点 と須恵器 2点を図化

できた。土師器甕及び須恵器甕 (第 28図 5。 6)は Pl埋上の直上から出土したもので、

2個が並んで置かれていたと考えられる。

第 16号竪穴住居跡 (第 29図 )

[位置・確認面]S96～ 102/E3～ W3の 第Ⅲ層上面で確認。

[重複]第 17号竪友住居跡と重複し、これより古い。

[平面形・規模]東部が撹乱により、また、南西部が第 17号竪穴住居跡により破壊されて

お り、北西隅部以外残存 していないため全体形は不明だが、残存部から一辺 2.3m以上の

方形を基調とするものと考えられる。

[堆積土]3層 に分けられる。いずれも自然堆積上である。

[壁]第Ⅲ層を壁としてお り、ほぼ垂直に立ち上がる。残存壁高は、最も残存状態の良い北

辺部で 1 7cmである。

[床]掘 り方埋土を床としてお り、平坦である。

[柱京]北西隅部付近から 1基のピット (Pl)を検出した。Plの平面形は長軸 6 0cm×

短軸 5 0cmの不整長方形で、床面からの深さは5 8cmである。 Pl内から径 1 4cmの 円形の
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柱痕跡を確認した。Plは位置・形状 。規模から主柱穴と考えられる。また、 Plに は柱材

の抜き取 り痕跡が認められる。

[周溝]住居残存範囲を全周する。幅 15～ 2 6cm、 深さ8～ 1 6cm。 周溝の北西隅部から

北辺部にかけての範囲から、幅 6～ 9 cm、 深さ8～ 1 2cmの壁材痕囲を確認した。

[遺物]住居堆積土から土師器・須恵器が出土した。確認面出上の上師器鉢 (第 29図 1)

及び、土師器高邪 (同 2)の 2点を図化できた。鉢は強い火熱を受けたのか、赤変している。

√

Pl財
勿D0

Nα 土 色 土   質 備 考

1 10YR 3/3暗 4fB色 シ ル  ト
2 10YR 3/4暗 褐 色 シ ル  ト
3 10YR 4/6褐 色 シ  ,レ  ト

4 7.5YR 3/3暗 褐 色 シ ル  ト 壁材痕跡

5 OYR 3/4暗 褐 色 シ ル  ト 周溝埋土

6 OYR 4/6褐 色 シ ル  ト 住居掘 り方埋土

7 OYR 3/2黒 褐 色 シ ,レ  ト 地 山粒少量含 む 柱抜 き取 り痕跡
8 OYR 3/3暗 褐 色 シ ル  ト 地 山粒多 く含む 柱痕跡

9 OYR 5/6黄 褐 色 シ ル  ト 柱穴掘 り方埋土

10 OYR 4/6褐 色 シ ル  ト 柱穴掘 り方埋土

No 器 種 別 層  位 外 面 調 整 内 面 調 整 底 面 調 整 口 径 底 面 器 高 図 版

1 土 師 器 鉢 確 認 面 ナデ→日縁ヨヨナデ ヨヨナデ 不  明 108

2 土 師 器 高 イ 確 認 面 ヘラミガキ 受け部デ下 り可 脚部内面:ヘラオサエ 10-12

第 29図 第 16号竪穴住居跡と出土遺物

第 17号竪穴住居跡 (第 30図 )

[位置・確認面]S99～ 108/E3～ W3の 第Ⅲ層上面で確認。

[重複]第 16号竪穴住居跡と重複し、これより新しい。
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16号住居跡

よσ
＼

＼

Ｇ
庁
　

甘
】

Ｌ
　
　
‐Ｅ

Ａ
評

イ ャ
住居堀り方残存範囲

第 30図 第 17号竪穴住居跡と出土遺物

床面残存範囲

鶯 、 土 色 土 質 備 考

1 10YR 3/2黒 褐 色 シ ル ト

2 10YR 3/4暗 褐 色 シ ル ト 地 山粒少量含む

3 10YR 3/3暗 褐 色 シ ル ト 地 山粒含 む

4 10YR 3,4暗 褐 色 シ ル  ト 地 山粒・自色粘土少量含 む
5 75YR 3/3暗 褐 色 シ ル ト 壁材痕跡

6 10YR 3/4暗 褐 色 シ ル ト 周溝埋土

7 10YR 3/3[管 イ場 1色 シ  ,レ  ト 住居掘 り方埋土
8 7.5YR 3/4暗 褐 色 シ ル  ト 柱抜 き取 り痕跡
9 7.5YR 4/3褐 色 シ ル  ト 柱痕跡
10 10YR 3/4暗 褐 色 シ ル  ト 地 山土少量含 む 柱穴掘 り方埋土
10YR 4/6褐 色 シ ル  ト 柱穴掘 り方埋土

12 7.5YR 3/4暗 褐 色 シ グレ ト 柱穴据 り方埋土
13 7.5YR 4/4褐 色 シ ル  ト
14 7.5YR 3/4暗 褐 色 シ アレ ト 焼土粒少量含む
15 7.5YR 5/4に ぶ い褐 色 シ ル  ト
16 7.5YR 3/4暗 褐 色 シ ル  ト 地 山粒多 く含む
17 10YR 4/6褐 色 シ )レ  ト
18 10YR 3/4暗 褐 色 シ ,レ  ト

叱 器種別 分 類 層  位 外 面 調 整 内 面 調 整 底 面 調 整 口 径 底 径 器 高 図 版

l 上師器雰 杯 B2b 床 直 ヘラケズリ→日縁ヨヨナデ ヘラミガキ→黒色処理 ヘラケズリ 145 87 39
2 土師器鉢 床 直 ヘラケズリ→日縁ヘラミガキ ヘラミガキ→黒色処理 不明 142 10-14
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[平面形・規模]東部が撹乱により破壊されてお り、南西部のみ残存する。残存部から東西
3m以上、南北 5。 lm以上の方形を基調とするものと考えられる。
[堆積土]4層 に分けられる。いずれも自然堆積上である。

[壁]第Ⅲ層及び第 16号竪穴住居跡の堆積土を壁としてお り、ほぼ垂直に立ち上がる。残
存壁高は、最も残存状態の良い北辺部で 3 5cmである。

[床]掘 り方埋土を床としてお り、平坦である。

[柱穴]南西部から 1基のピット (Pl)を検出した。Plの平面形は一辺 5 8cmの隅丸方
形で、床面からの深さは4 4cmである。Pl内から径 1 2cmの 円形の柱痕跡を確認した。 P
lは位置・形状・規模から主柱穴と考えられる。Plに は柱材の抜き取 り痕跡が認められる。
[周溝]北辺の一部を除き住居残存範囲を全周する。幅20～ 3 4cm、 深さ 10～ 1 2cm。

北辺部及び西辺部の周溝内から、断続的に幅 6～ 9 cm、 深さ8～ 1 2cmの壁材痕跡を確認し

た。

[その他のピット]住居北辺部から 1基のピット (P2)を検出した。P2の平面形は径 4
3 cmの 円形で、床面からの深さは4 0cmである。

住居北壁際から 1基のピット (P3)を検出した。P3の平面形は長径 9 8cm× 短径 68
cmの不整橋円形で、床面からの深さは 1 2cmである。

[遺物]床面直上・住居堆積土から土師器が出土し、床面直上出上の郷 (第 30図 1)。 鉢
(同 2)の 2点を図化できた。

第 2節  その他の出土遺物 (第 31～ 33図 )

第 31図 1・ 8は第 H層から出上した上師器椀 (1)及び鉢 (8)で ある。同 2～ 6は第
1層から出土した土師器邪 (2・ 3)、 鉢 (5)、 須恵器郷 (4)、 土師器蓋 ?(6)で ある。
同 7。 9は、撹乱から出土した土師器炉器台 (7)、 土師器甕 (9)で ある。

同 10・ 11は、第 11号竪穴住居跡の床面直上及び堆積土から出土した続縄文土器で、
器種は不明だが同一個体の破片と考えられる。細かい刺突文と複数の微隆起線文がみられ、

こうした特長からこの上器は後北C2-D式 に相当するものと考えられる。なお、これらの

破片の胎土には海綿骨針が含まれているが、これは本遺跡のその他の上器には見られない特

徴である。

第 32図 1～ 16は、遺構内外から出土した弥生土器の破片である。第 32図 3は 3本一

組の平行沈線によって、波状の文様を描いている。同 11も 同様な文様構成であるが、前者

の沈線が1本ずつ描かれているのに対して、後者は櫛歯状の施文具で1度 に描かれている。

これらはその文様的特徴から弥生時代中期、十三塚式のものであると考えられる。同1及び

2は同一個体と考えられ、複合口縁の下端に押圧文を施し、その上に5条の沈線文を平行に施して
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いる。また、同5は口唇部に縄文を施し、複合口縁の下端に押圧文を施している。これらはその文様

的特徴から弥生時代後期、天王山式のものであると考えられる。

第33図 1及び2は撹乱出上の須恵器破片で、器種は甕と考えられる。これらの破片は、割れ口

が磨耗しているのが観察された (網点部 )。本来の器が破損した後、破片を砥石として転用したもの

と考えられる。

〆

0        5       10cm

出
―Ｉ
Ｈ
日
瞬

No 器種別 層  位 外 面 調 整 内 面 調 整 底 面 調 整 口 径 底 径 器 高 図 版

ユ 土師器椀 第 II層 ヘラケス
ト
リー→日縁ヨヨナテ

｀
オヽ テ →゙ 日縁却 芳

・ フヽケス
｀
リ 10 34 57 11-4

2 土 師器 邪 雰写I,冒 珈 必
｀
リー珈 芳

｀ ヘラミがキー黒色処理 ヘラ切り→ウケス
｀
リ 139 88 41

3 上 師器 J4N 第 I層 ヘラケス
｀
リー'日縁ヨヨナテ

｀ ヘフミがキ 不 明 11 5 11-2

4 須 恵 器 郭 第 I層 ロクロナテ
｀

Hクロナテ
｀

回転ヘラ切り 134 91 35 11-1

5 土 師器 鉢 第 I層 ′

"｀
一,日縁ヨコ芳

｀
ヘオ テ
｀
― 日縁ヨヨ芳

｀
不 明 12 11-3

6 土 師器 蓋 ? 鋳31,雷 芳
｀

リ
ト
ラ
|｀

7 上師器炉器台 撹舌し 芳
｀

受け部|ヘオテ
｀

脚部内面Iへ刀テ
｀

67 11-5

8 土 師器鉢 第 II層 ラケス
｀
リー'日縁ヨヨ方が へ方

｀
一>日縁ヨコ芳

｀
■好
｀
リ 162 11_5 124 11-7

9 土 師器 甕 一士
Ｗ
撹 体 部ハケメー 日縁ヨコ芳

｀ ′ヽガ ハケメー日縁ヨヨナテ
｀
不 明 175 11-6

No 器 種 別 層 位 文 様 図 版

10 続縄文土器 H住 床 直 刺突文 ・微隆起線文 11-8

続縄文上器 11住堆積上 刺突文 ・微隆起線文 11-9

その他の出土遺物 (1)
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No 器種 別 層   位 文 様 図 版

1 弥生 土 器 B区撹舌し 複合 口縁  RL縄 文→沈線文 押圧文

2 弥生 土 器 5住堆積土 RL縄文→沈線文  押圧文 1112

3 弥生土器 出土地不 明 平行沈線文 (1本描 き3本組 ) 11■ 4

4 弥生 土器 5住堆積土 撚 糸文 r

5 弥生 土 器 表 土 口唇 部 LR縄文  押 圧 文 11■ 0

6 弥生 土器 B区撹舌し LR縄 文

7 弥生 土 器 B区撹舌し LR糸亀文

8 弥生土器 8住確 認 面 LR縄 文

9 弥生土器 B優豆主覚舌L 撚 糸文 r

10 弥生 土 器 出土地不明 LR縄 文

弥生 上 器 4住確認面 平行沈線文 (櫛歯状工具 による同時施文 ) H13

12 弥 生土 器 H住 堆横土 LR縄 文

13 弥生土 器 B区撹舌し RL縄文

14 弥生 土 器 B区撹舌L 撚糸文 r

15 弥生 土 器 B区表 採 撚糸文 r

16 弥 生土 器 7住 P4堆積土 RL縄文

Nα 器種 別 層   位 材   質 全 長 全 幅 厚 さ 考備 図 版

17 石 匙 表 土 頁 岩 52 18 07 H16

18 箆状 石 器 B区撹乱 37 29 l 11-17

19 不定 形 石 器 B区撹舌し チャー ト 23 と 3 09

20 不 定形 石 器 H住 堆 Te_土 頁 岩 21 23 04

第 32図 その他の出土遺物 (2)

-41-



□∈け飴虻u絢

第 33図 その他の出土遺物 (3)

0          ,         19941-

血 器種別 層  位 文 様 図版

1 須恵器甕 ? B区懐乱 外面 :平行燐 内面 I押え具痕 (同心円) 磨耗痕 (網点部 )
一２ 須恵器甕? B握壁覚著し 外面 :平行夕舛 内面 :押え具痕 (同心円) 磨耗痕 (網点部)
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第4章 考 衷
示

今回検出された遺構は竪穴住居跡が 17軒である。また、遺構の内外から遺物が出土した。

ここでは主に住居跡に伴うと考えられる遺物の編年的位置付けと、検出された竪京住居跡の

機能時期と特徴について若千の考察を加える。ただし、検出された住居跡は後世の撹乱を強 く

受けているために全容が判明しないものが多 く、遺物の器種構成や比率についても、信頼性

の高い情報は得られ難いものと考えられる。この点も考慮した上で考察を進めていきたい。

第 1節  出土遺物の考察

17軒の竪穴住居跡の中で、床面、あるいは貯蔵穴などからその住居に伴うと考えられる

状態で遺物が出土したのは第 3・ 5・ 6・ 11・ 14・ 15。 17号住居跡の 7軒である。

ここではまず、各住居跡に伴うと考えられる遺物を器種毎に分類した上で、一定のまとまり

によつて土器群を設定し、その編年的位置付けを考えていくこととする。

1分 類

上記した 7軒の竪穴住居に伴うと考えられる遺物は土師器邪・高lTh・ 鉢・椀・器台・壺・

甕 。台付甕・甑、須恵器郷・甕である。以下、器種毎に分類する。

○土師器

〔郷〕いずれもその製作に際してロクロを使用していない。比較的器高の高いもの (郷 A)

と、低いもの (郷 B)に大別される。

郷A:底部が残存するものはいずれも平底で、口径に対して底径が著しく小さい。体部と口

縁部の境目に段あるいは屈曲を持つが、その位置が器高の中ほどより上にあるもの (郷

Al)と 、器高のほぼ中ほどにあるもの (lThA 2)、 きわめてゆるやかな段が器高の中

間より上にあるもの (郷A3)に 細分される。口縁部の形状は、郷Alは 内湾気味に外

傾する。郷A2は外反気味に外傾し、口唇部が厚い。郷A3は直線的に外傾する。器面

調整はいずれもヘラミガキだが、郷A3は他に比較してやや粗雑である。

郷B:外面の底部と体部の境目に段あるいは沈線が巡るもの (郷 Bl)と、巡らないもの (lTh

B2)に 細分される。郷Blは いずれも内面に段や稜は見られず、底部は判明している

ものは平底風の丸底で、ヘラケズリによつて整形されている。体部はわずかに内湾気味

のもの、直線的に外傾するものがある。内面の調整はいずれもヘラミガキで、黒色処理

が施されるものもある。郷B2はいずれも体部は内湾気味に立ち上がり、器面調整は体

郡外面下半がヘラケズリ、上半がナデである。内面の調整はヘラミガキあるいはナデで、

さらに底部形状が平底風の丸底のもの (郷 B2a)、 平底のもの (郷 B2b)に 分けら

ヤしる。
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〔高郷〕 1点のみ出土している。小型で、郷部はゆるやかに外傾し、口唇部が外方につまみ

出されている。脚郡は円錐台状で、透孔が 3個設けられている。器面調整は丁寧なヘラ

ミガキで、口縁部と脚部上半に朱彩が施されている。

〔鉢〕比較的大型の、器高の高いlTh状の器形を呈するもので、器面調整は外面下半がヘラケ

ズリ、上半が横位のヘラケズリまたはヘラナデである。内面はいずれもヘラミガキの後

黒色処理を施している。

〔椀〕 1点のみ出土している。平底で、体部は内湾気味に立ち上がる。器面調整は内外とも

ヘラミガキである。

〔器台〕全体形の判明するもの4点、脚部のみのもの2点がある。脚部がゆるやかに外反し

つつ裾が広がるもの (器台A)と 、円錐台状のもの (器台B)と に大別される。

器台A:全体形のわかるものの受け部は脚部との境に段を持たず、ゆるやかに内湾する。い

ずれも受け部から脚部にかけての貫通孔を有する。器面調整はいずれも非常に丁寧な

ヘラミガキで、朱彩が施されている。透孔は6個のものと4個のものがある。

器台BI全体形のわかるものの受け部は、脚部との境が有段のものと無段のものがある。貫

通孔はあるものが 1点、ないものが 3点である。器面調整はヘラミガキで、朱彩を施

されているものが2点ある。透孔は3個のものが 1点、 2個のものが 1点、透孔の無

いものが2点である。

〔壺〕大型のもの (壺A)と 、小型のもの (壺 B)に大別される。

壷A:4点 出土しているが全体形のわかるものはなく、底部から体部にかけてのみのものが

3点、口縁部のみのものが 1点である。前者はいずれも体部が膨らむ器形で、器面調整

は外面がヘラミガキ、内面がヘラナデあるいはヘラミガキである。朱彩を施しているも

のが 2点ある。口縁部のみのものは複合口縁で、外面は頚部との境に段を有するが、内

面は無段で頚部から口縁部にかけてゆるやかに外反する。器面調整はヘラミガキである。

壺B12点 が出上しており、うち全体形のわかるものは 1点である。体部の形状はいずれも

球形で、国縁部の形態は、厚めで、外反し短いもの (壷 Bl)と、やや中膨らみ気味に

外傾し、長いもの (壺 B2)|こ 細分される。器面調整は内外面ともヘラミガキである。

〔甕〕ロクロ未使用で体部が球状に膨らむもの (甕 A)、 ロクロ未使用で長胴形のもの (甕 B)、

ロクロを使用し、長胴形のもの (甕 C)に大別される。

甕A:さ らに口径 10～ 1 5cm程度の中形品 (甕Al)と 、口径 2 0cm以上の大形品 (甕A

2)に細分される。ttA lは、全体形の判明しているものが 1点、口縁部から体部上半

のものが 1点である。前者は口径と比較して底径が小さく、最大径は体部中間よりやや下

方にある。口縁部は外反する。後者は、口縁部はやや厚めで直線的に外傾する。器面調整

調整はいずれも体部は内外ともヘラナデ、口縁部は内外ともヨヨナデである。甕A2は、
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口縁部から体部上半のみのものが 1点、口縁部のみ欠損しているものが 1点である。前

者は、口縁部は厚く、外傾する。器面調整は体部外面が縦位の、内面が横位のヘラナデ、

口縁部は内外ともヨコナデである。後者は底部から体部が直線的に外傾し、体部中間あ

たりで湾曲してすばまり、最大径は体部中間よりやや上方にある。器面調整は体部外面

がヘラケズリ、内面がヘラナデである。

甕B:全体形の判明するものはないが、体部形状がやや中膨らみで、体部の最大径が体部中

ほどに位置するもの (甕 Bl)、 直線的に外傾し、体部の最大径が体部上瑞に位置す

るもの (甕 B2)に細分される。甕Blは、口縁部が判明しているものはいずれも外傾

し、やや短い。また、頚部に段やくびれを持たない。器面調整は体部外面が縦位のヘラ

ナデあるいはハケメ、内面が横位のヘラナデあるいはヘラケズリ、口縁部は内外ともヨ

コナデである。甕B2は、体部と口縁部との境にくびれをもち、口縁部は厚めで強く外

傾する。器面調整は体部外面が縦位のヘラケズリ、内面が横位のヘラナデ、口縁部は内

外ともヨコナデである。

甕Ci平底で、体部はやや外傾しつつ立ち上がる。口縁部は強く外反する。器面調整はロク

ロナデの後、外面下半に縦位のヘラケズリ、内面中ほどに横位のヘラナデを施す。底面

はヘラケズリである。

〔台付甕〕 1点のみ出上している。台下部を欠損しているが、体部は球状で最大径が体部中

間よりやや上部にある。口縁部は基部がほぼ直立し、上半は外反する。器面調整は体部

が内外ともハケメ、口縁部が内外ともヨヨナデである。

〔甑〕 1点のみ出土している。単孔式で、体部は内湾しつつ立ち上がり、やや深い。口縁部

は折り返し口縁で、折り返しの外面にユビオサエ痕が並ぶ。

O須恵器

〔郷〕 1点のみ出上している。底径が大きく、体部は直線的に外傾する。器面調整は体部は

内外ともロクロナデ、底面は手持ちヘラケズリである。切り離し手法は不明である。

〔甕〕 1点のみ出土している。底部～体部下半のみ残存しており、器面調整は外面が平行タ

タキ、内面は下部にヘラナデが施される以外不明である。

2 土器群の設定と編年的位置

表 1は、各分類の住居毎の遺物数である。出土遺物の絶対数が少なく器種構成などを分析

することが困難な住居が多いが、郷の出土状況に着目すると、第 3・ 6号住居跡では郷Al

が出土しているのに対して、第 11・ 14号住居跡では不Blが出上しており、様相に違い
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種   別 土 師 器 須 恵 器
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一高

　

不
鉢 椀

器
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霊 甕

ム
ロ

付

甕

珈 邦 甕

分 類

坪

Ａ

ｌ

坪

Ａ

２

不

Ａ

３

邪

Ｂ

ｌ

不

Ｂ

２

ａ

妬

Ｂ

２

ｂ

器

ム
四

Ａ

器

ム
ロ

Ｂ

一軍

Ａ

壷

Ｂ

ｌ

壼

Ｂ

２

甕

Ａ

ｌ

甕

Ａ

２

甕

Ｂ

ｌ

甕

Ｂ

２

甕

Ｃ

3  住 2 l l l 1 ユ 4 4 1 2 l

5  住 1

6 住 1 1 l

11住 2 1 2 2 4 と l

14住 2 1 l

15住 1 1

17住 1 l

が見られる。以下、この相違点によって2つの上器群を設定し、各土器群の編年的位置を検

討していくことにする。

表 1 住居毎の出土遺物数

第 1群 :lThA lを伴う住居 (第 3・ 6号住居跡)の遺物によって構成

器種構成三lThA l,A2,A3・ 高郷・椀 。器台A,B・ 壺A,Bl,B2・ 甕

Al・ 台付甕・甑

第 2群 :郷 Blを伴う住居 (第 11・ 14号住居跡)の遺物によって構成

器種構成=郷 Bl,B2a・ 鉢・甕A2,Bl,B2・ 須恵器邪

第 1群土器は、器種構成や形態的特徴から古墳時代前期の塩釜式に位置付けられるものと

考えられる。

県内の塩釜式期の土器編年については、近年の遺物数の増加に伴って細分化が図られている。

ここでは、辻秀人氏によって提示された編年案 (辻 :1994・ 1995)と の対比を行う。

辻氏の編年案は東北地方南部の古墳出現時期の上師器について編年を試みたもので、該期

を I～Ⅲ期に大別し、さらに I期を I-1～ 2に、 H期をII-1～ 2に、Ⅲ期をⅢ-1～ 4

に細分した上で、いわゆる塩釜式に該当するのは H期及びⅢ期であるとしている。さらにH

期においては多様な形態の小型鉢 (本報告書では「郷」という名称を用いている)と 小型器台

とが比較的ゆるやかな共伴関係を保つている状態であるのに対して、Ⅲ期においては定形化

した小型丸底鉢 (辻氏編年案における器形分類 「鉢 G」 にあたり、その特徴は 「丸底で、体

部が半球状で、体部と口縁部との境となる段が器高の中間より下に位置しており、その底部、

あるいは体部の形状から小型器台に乗せることを前提に製作された鉢」である)と 小型器台

とが密な共伴関係を示すという点に両期の画期を求めている。
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本土器群の邪及び器合に着目すると、郷Al・ 郷A3は大橋遺跡第 3号住居跡 (宮城県教

育委員会 :1980)に その類例が見られ、辻氏編年案における器形分類では「鉢A」 にあ
たる。器台Aは藤田新田遺跡SDl15(宮 城県教育委員会 :1994)に 、器台Bは野田
山遺跡第 4号住居跡 (宮城県教育委員会 :1992)に 類例が見られる。器台A及びBは い

ずれも辻氏の分類の 「器台Dl」 に該当するものである。それぞれの類型の編年的位置は、

「鉢A」 が II期からⅢ-1期 にかけて見られる器形、 「器台Dl」 が I期のある時期からⅢ

期まで存続する器形であるとしている。 「器台Dl」 は変化に富んだ細部形態の器台を包括

した類型であるが、全体的な傾向として時期の下降に伴い脚部の縮小・透孔数の減少・器面

調整の簡略化などが生じる点が指摘されており、特に透孔数は、Ⅲ期では6個や 4個などが

多く見られるが、Ⅲ期では3個が一般的でⅢ-3期 には透孔が消失したものが現れ、Ⅲ-4

期には透孔の無いものが一般化するとしている。これらの点を考慮すると、本土器群の器台

Aは器台Bよ り古式を呈する形態であり、器台Aは H期に、器台BはⅢ-3期 に位置付けら

れるものと考えられる。ところで、本土器群には「定型化した小型丸底鉢」が見られない。

この器形はH期 とⅢ期とを区別する重要な指標であり、これが見られないということから本

土器群の編年的位置はⅢ期まで下降することはないと考えられる。一方、器台Bは上記のと

おりⅢ-3期 に位置付けられるのが適当な形態であり、個々の器種の形態的特徴だけを考慮

すると、異なる2時期のものが共存することとなる。最初に述べたとおり器種構成に欠落が

生じている可能性は否定しされないが、未だ定形化した小型丸底鉢を伴わず、多様な形態の

郷 (鉢)を使用している一方で、器合は新しい時期の形態となりつつあることから、本土器

群はH期 とⅢ期の過渡期に位置付けられるものと考えられる。

第 2群土器は、器種構成や形態的特徴から栗囲式～国分寺下層式に位置付けられるものと

考えられる。土師器郭に着目すると、lTh B lは 塩沢北遺跡第 2群土器 (宮城県教育委員会 :

1980)、 八幡・大嶺八幡遺跡第 2群土器 (宮城県教育委員会 :1991)に 、また郷B
2aは八幡 。大嶺八幡遺跡第 1群土器 (宮城県教育委員会 :1991)に 、それぞれ類例が

見られる。本土器群の郷を塩沢北遺跡第 2群土器及び大嶺八幡遺跡第 2群土器の郷とを比較

すると、表 2のようにまとめられる。

該期の上師器郷は、時期の下降に伴って無段平底のものが増加する傾向が指摘されている。

本遺跡第 2群土器 塩沢 北 遺跡 第 2土器 群 八幡・大嶺八幡遺跡第2土器群

体部外面の段 有段 ・無段が混在 全て有段 有段 ・無段が混在

外面 に対応 した内面の段 無  段 無段が主体的・一部有段 無 段

有段 の不の底部形状 平底風の丸底 丸底 が三体 的・一 罰6丸底
風 の平底 平 底

無段の 17Fhの底部形状 平底 風 の丸底 平 底

表 2 各土器群の不の比較
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この点に着目すると、塩沢北遺閉第 2群土器では無段平底のものが見られないことから本土

器群より古い時期のものと考えられる。また八幡 。大嶺八幡遺跡第 2群土器では無段の郷は

全て平底であることから、本土器群より新しい時期のものと考えられる。それぞれの土器群

の実年代は塩沢北遺跡第 2群土器は 7世紀中頃～後菓、八幡・大嶺八幡遺跡第 2群土器は8

世紀後半と考えられていることから、本土器群は 7世紀末～ 8世紀前半に位置付けられると

考えられる。

第 2節 竪穴住居跡の考察

ここでは検出された住居跡の機能時期を推定するとともに、各住居跡の軸線方向について

考えることとする。

1 各住居跡の機能時期

第 1節において導き出されたとお り、第 1群土器は塩釜式期で辻氏編年の H期～Ⅲ期の過

渡期、また、第 2群土器は栗囲式期～国分寺下層式期、実年代では 7世紀末～ 8世紀前半と

位置付けることができた。これを元に各遺構の機能時期を推定する。

第 3号住居跡は第 1群土器のほとんど全ての器種構成を含んでいることから、その機能時期

は第 1群土器の編年的位置と同様、塩釜式期の H期～Ⅲ期の過渡期と考えられる。また、第

6号竪穴住居の遺物は量的には少ないものの、いずれも塩釜式期でもH期の範疇でとらえる

ことができるので、その編年的位置が機能時期と考えられる。

第 11号住居跡は第 2群土器の全ての器種構成を含んでいることから、この機能時期は第 2

群土器の編年的位置と同じ栗囲式期～国分寺下層式期、実年代では7世紀末～ 8世紀前半と

考えられる。また、第 14号住居跡も同様な遺物の様相を呈することから、その機能時期も

同時期と考えられる。

これら4軒の他に遺物を伴うのは第 5。 15。 17号住居跡であるが、遺物量が少なく各

土器群と遺物の形態が異なることから比較はできない。ここでは、個々の遺物を検討するこ

とによってその機能時期をおおまかに推定する。

第 5号住居跡に伴う遺物は壺A2が 1点のみである。壺A2は南小泉遺跡第 9号住居跡 (仙

台市教育委員会 :1990)に 類例が見られ、古墳時代中期の南小泉式期のものと考えられ

る。よって本住居跡の機能時期も古墳時代中期、南小泉式期と推定される。

第 15号住居跡に伴う遺物は土師器甕 C及び須恵器甕Aが 1点づつである。土師器甕 Cは

南小泉遺跡第 18号住居跡 (仙台市教育委員会 :1994)に 類例が見られ、表杉の入式期

のものと考えられる。よって本住居の機能時期も表杉の入式期と推定される。

第 17号住居跡に伴う遺物は郷 B2b及 び鉢が 1点づつである。いずれも清水遺跡第Ⅶ群

土器に類例が見られ、国分寺下層式と考えられる。しかしこの 2点の遺物のうち邦の形態は
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国分寺下層式期を中心とした前後の時期に普遍的に見られるもので、これらの遺物をもって

時期決定をすることはできない。ゆえに本住居跡の機能時期はおおまかに国分寺下層式を中

心とした時期ととらえておきたい。

以上、出土遺物の特徴からその機能時期の推定が可能だった 7軒の住居跡について、それ

ぞれの住居跡を時期ごとにまとめると以下のようになる。

塩釜式期・・・・・・・・・・・・・2軒 (第 3・ 6号住居跡 )

南小泉式期・・・・・・・・・・・・ 1軒 (第 5号住居跡 )

栗囲式期～国分寺下層式期・・・・・2軒 (第 11・ 14号住居跡 )

国分寺下層式を中心とした時期・・・ 1軒 (第 17号住居跡 )

表杉の入式期・・・・・・・・・・・ 1軒 (第 15号住居跡 )

その他、第 4・ 16号住居跡は遺物が伴わないものの、重複する遺構の機能時期が推定で

きたことから、ある程度その機能時期を類推することができる。

第 4号住居跡は第 5。 第 6号住居跡と重複し、これらの中で最も新しい。第 6号住居跡は

塩釜式期、第 5号住居跡は南小泉式期であるため、本住居跡はそれ以降の時期の遺構である

ことが類推できる。

第 16号住居跡は第 17号住居跡と重複しこれより古い。第 17号住居跡は国分寺下層式

を中心とした時期であるため、本住居跡はそれ以前の時期の遺構であることが類推できる。

第 6号住居跡 (塩釜式期)→第 5号住居跡 (南小泉式期)→第 4号住居跡 (それ以降)

第 16号住居跡 (それ以前)→第 17号住居跡 (国分寺下層式期 )

また、第 1・ 2号住居跡及び第 10。 12号住居跡はそれぞれ重複しているが、いずれも

機能時期を推定できなかつたため、ただ前後関係のみが判明しているに過ぎない。

第 2号住居跡 (古)→第 1号住居跡 (新 )

第 10号住居跡 (古 )→第 12号住居跡 (新 )

2 住居跡の軸線方向

カマ ドを有する住居跡はカマ ド軸線を、それ以外の住居跡は南北方向に最も平行に近い壁

の向きを基調として住居の方向を求めたところ、以下のようなグループに分けられた。

A,真北方向を向くもの・・・7軒 (第 4・ 8。 11・ 12・ 15。 16。 17号住居跡)

B,北北西方向を向くもの・ 。3軒 (第 1・ 2。 14号住居跡 )

Cぅ 北西方向を向くもの・・・2軒 (第 3・ 6号住居跡 )

D,北微東方向を向くもの・ 。3軒 (第 5。 9・ 10号住居跡 )

E,西北西方向を向くもの 。・ 2軒 (第 7・ 13号住居跡 )

遺跡の立地は緩やかな東斜面上で、調査区は南北方向に細長い形状をしてお り、標高はほ
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ぼ同一だが、南側では徐々に標高を減じる。遺構は南側の低地を除いて遍りなく検出されて

いる。また、ごく近くに位置する遺構同士の軸線が異なる場合もあるため、これらのまとま

りは地形のみを考慮した結果とは考えにくい。表 2は、住居の方向と機能時期との対応を示

したものである。時期不明のものが多いため断定はできないものの、機能時期と住居方向と

の間にはある程度の関係が見出せるものと考えられる。まとめると以下のようになる。

塩釜式期 南小泉式期 栗囲～国分寺下層式期 国分寺下層式期 表杉 の入式期 不 明

妥霊  】ヒ 1 5(2)

】ヒ】ヒ尼百 2

】ヒ  2町 2

耳ヒ3及 5烹 1 2

7耳】ヒ?町 2(1)

表 3 住居方向と機能時期 ( )|ま カマ ドを有する住居、内数

塩釜式期・・・・・北西方向

南小泉式期・・・・北微東方向

栗囲式期以降・・・真北、北北西方向

また、カマ ドを有する住居跡は 1軒を除いて全てが真北及び北北西方向を向いているが、

これは地形や風向きなどをはじめとした諸条件を考慮した上で、この方向にカマ ドを設ける

のが最適とされたためと考えられる。なお、本調査において検出された住居跡のうちカマ ド

軸線が西北西を向いたものは第 13号住居跡のみだが、本調査区の至近地で 1989年 度に

行われた発掘調査において検出された第 2・ 3号住居跡 (蔵王町教育委員会 :1989)の

カマ ド軸線方向が西北西であり、第 13号住居跡のそれと同一方向である。このことから、

堀の内遺跡において本住居跡がとるカマ ド軸線が特殊なものでないということがわかる。
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ま   と  め

1.堀の内遺跡は円田盆地南西部の高木丘陵東麓部の東斜面に位置してお り、標高は約 10

0m、 盆地底部との比高は約 20mで ある。

2.今回、遺跡のほぼ中央を南北に縦断する形で約 1,OOO∬ を発掘調査したところ、竪

穴住居跡 17軒が検出された。

3.検出された竪穴住居の機能時期は、塩釜式期のものが 2軒、南小泉式期のものが 1軒、

栗囲式期～国分寺下層式期のものが 2軒、国分寺下層式期を中心とした時期のものが 1

軒、表杉の入式期のものが 1軒、不明のものが 10軒であった。

4.遺構の内外から出上した遺物によって、本遺跡は縄文時代、弥生時代、古墳時代、奈良

時代、平安時代と非常に長期間にわたって人の生活の痕跡が残されていることがわかった。

5.遺構に伴うものではないが、続縄文土器 (後北C2-D式 )の破片が出土した。器形は

不明である。

6.今回の調査によって、本遺跡は丘陵麓部の斜面上に帯状に築かれた集落であること、各

時代で住居の分布にほとんど偏 りがないことがわかった。
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A区・B区全景

写 真 図 版 1

C区全景
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D区全景

第 1号 ・2号竪穴住居跡

写 真 図 版 2
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第3号竪穴住居跡

第3号竪穴住居跡
床面遺物出土状況

第3号竪穴住居跡
貯蔵穴付近遺物出土状況

写 真 図 版 3
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第4・ 6号竪穴住居跡

第5号竪穴住居跡
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写 真 図 版 4

第 7・ 8号竪穴住居跡
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第9号竪穴住居跡

第 10号竪穴住居跡

写 真 図 版 5
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第 H号竪穴住居跡
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第 12号竪穴住居跡
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写 真 図 版 6
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第 13号竪穴住居跡
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第 14号竪穴住居跡 ||

第 15号竪穴住居跡

写 真 図 版 7

第 16・ 17号竪穴住居跡
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写 真 図版 8 第 3号 竪穴住居跡 出土遺物
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写真 図版 9 第 4・ 6・ 11号 竪穴住居跡 出土遺物
1・ 2-…………4住   3・ 4… …・6住
5～ 15… … 11住
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写真 図版 10 第 11・ 14・
1～ 3・……・・11住
8～ 11… …・ 15住
13・ 14………17住

・ 16・ 17号 竪 穴 住 居 跡 出土 遺 物
4～ 7… ……14住
12…………。16住
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写真 図版 11 その他 の 出土遺物
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